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第 ８８ 号

（ ２ ）

平成3 0 年度決算 令和元年第３ 回定例会

ふるさ と 納税過去2 番目の寄附額

道の駅整備事業2 9 年度終了で

歳出前年比1 2 .5 ％減、4 4 億9 ,6 6 5 万円

南北小、中学、ゆめあるて、３ 保育園負担付寄附でピアノ 更新

　
　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
数
値
は
、

３０
別
表
の
と
お
り
。

　

一
般
会
計
歳
出
で
は
、
対
前
年
比
８
億
２
千
５
０
０
万

円
の
減
（
△　

・
５
％
）
の　

億
９
、６
６
５
万
円
と
な
っ

１５

４４

た
。
こ
れ
は
前
年
度
道
の
駅
事
業
を
実
施
し
た
た
め
で
あ

る
。
ま
た
歳
入
で
も
歳
出
同
様
に
７
億
６
、８
０
０
万
円
の

減
（
△　

・
５
％
）　

億
７
、
８
０
０
万
円
と
大
き
く
減
少

１２

５３

し
た
。
こ
れ
も
前
年
度
に
お
い
て
道
の
駅
事
業
に
関
わ
る

国
、
県
補
助
金
や
村
債
等
の
特
定
財
源
が
含
ま
れ
て
い
た

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら　

２６

２２

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２１

　

開
会
日
に
補
正
予
算（
案
）
６
件
、　

年
度
決
算
認

２５

定
６
件
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
委
員
会
及
び

決
算
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
補
正
予
算
３
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、

即
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
開
会
日
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
の

第
３
号
が
一
部
修
正
さ
れ
た
他
は
、
全
て
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
６
件
も
全
て
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

請
願
１
件
と
陳
情
２
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
所
管
委
員
会
に
付
託
審
査
の
上
、
本
会
議
で
採
決

の
結
果
、
請
願
は
不
採
択
、
陳
情
は
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

第
３
回
定
例
会

　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
３
日
か
ら
９

月　

日
ま
で
の
、　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

２５

２３

　

開
会
日
に
は
、
条
例
改
正
案
６
件
、
補
正
予
算
案

４
件
、
平
成　

年
度
決
算
認
定
他
認
定
７
件
、
同
意

３０

案
件
１
件
、
報
告
３
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
が

上
程
さ
れ
た
。

　

こ
の
内
、
条
例
案
件
５
件
と
、
昼
神
賢
児
氏
を
教

育
委
員
会
の
委
員
と
す
る
同
意
案
件
は
即
決
で
可
決

さ
れ
た
。
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
各
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
総
務
産
建
委
員
会
が
９
月
５
日
。

社
会
文
教
委
員
会
、
リ
ニ
ア
対
策
特
別
委
員
会
が
９

月
６
日
。
予
算
決
算
委
員
会
が
９
月　

・　

・　

日

１１

１２

１３

の
３
日
間
。
そ
れ
ぞ
れ
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
議
が
さ
れ
た
。

　

再
会
日
の　

日
の
本
会
議
に
は
各
委
員
会
の
審
査

２４

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
認

定
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
追
加
上
程
さ
れ
た
、

豚
コ
レ
ラ
対
策
費
を
含
む
補
正
予
算
案
は
即
決
で
可

決
さ
れ
た
。

　
　

日
と　

日
の
一
般
質
問
に
は　

名
の
議
員
が
質

１８

２０

１３

問
に
立
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
項
で
掲
載
。

第
３
回
定
例
会

こ
と
に
よ
る
。
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率

は　

％（
前
年
比　

ポ
イ
ン
ト
増
）
。実
質
収
支
比
率
は　

・

７７

１.１

２９

６
％
。将
来
負
担
比
率
は　

％
で　

年
度
か
ら
の　

％
か
ら

１.４

２９

３０

改
善
し
た
。
大
型
ハ
ー
ド
事
業
が
一
段
落
し
、
今
後
は
徐
々

に
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
、
歳
出
差
引
額
が
８
億
８
、１
３

６
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億

２
、
８
４
０
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
７
億
５
、

２
９
５
万
円
と
な
っ
た
。

　

村
の
財
政
は
、
健
全
で
あ
る
と
監
査
委
員
か
ら
報
告
を

受
け
て
い
る
。

平
成　

年
度
決
算
の
概
要

3 0

　 歳出総額（ 千円）　 歳入総額（ 千円）会計種別

4 ,4 9 6 ,6 4 6

（ 1 6 1 ,3 7 8 ）

5 ,3 7 8 ,0 0 3

（ 1 7 0 ,2 3 0 ）

一般会計

（ 前年度繰越明許）

4 7 2 ,2 6 15 9 1 ,3 5 9
国民健康保険
特別会計

特
別
会
計

7 7 ,4 4 97 7 ,4 4 9
後期高齢者医療
特別会計

7 9 4 ,3 4 18 6 0 ,5 8 1
介護保険
特別会計

2 7 4 ,3 6 54 5 3 ,2 7 0
下水道事業
特別会計

1 7 7 ,6 9 81 7 0 ,1 2 6水道事業会計

6 ,2 9 2 ,7 6 07 ,5 3 0 ,7 8 8合計

平
成　

年
度 
各
会
計
の
決
算
状
況

3 0

（ ３ ）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

義務的

経
費

そ

の

他 投

資的経費

一般会計歳出内訳　 4 4 億9 ,6 6 5 万円

平成3 0 年度一般会計決算　 歳入歳出状況

議会費 60,749（ 1.4%）

衛生費
169,967

（ 3.8%）

衛生費
169,967

（ 3.8%）

衛生費
169,967

（ 3.8%）

【 支出の性質による分類】

【 行政の目的による分類】

物件費
1,071,116（ 23.9%）
物件費
1,071,116（ 23.9%）
物件費
1,071,116（ 23.9%）

補助費等
544,781（ 12.1%）
補助費等
544,781（ 12.1%）
補助費等
544,781（ 12.1%）

土木費
839,252

（ 18.7%）

土木費
839,252

（ 18.7%）

土木費
839,252

（ 18.7%）

商工費
76,972

（ 1.7%）

商工費
76,972

（ 1.7%）

商工費
76,972

（ 1.7%）

消防費
164,431

（ 3.7%）

教育費 368,861
（ 8.3%）
教育費 368,861

（ 8.3% ）
教育費 368,861

（ 8.3%）

公債費 411,321（ 9.1%）

民生費
1,047,807

（ 23.2%）

民生費
1,047,807

（ 23.2%）

民生費
1,047,807

（ 23.2%）

総務費
906,078

（ 20.1% ）

総務費
906,078

（ 20.1% ）

総務費
906,078

（ 20.1% ）

一般会計歳入内訳　 5 3 億7 ,8 0 0 万円

繰越金
824,296

（ 15.3%）

繰越金
824,296

（ 15.3% ）

繰越金
824,296

（ 15.3%）

寄附金・ 諸収入等
912,827（ 17.0%）
寄附金・ 諸収入等
912,827（ 17.0%）
寄附金・ 諸収入等
912,827（ 17.0%）

譲与税・ 交付金
202,873（ 3.8%）

国・ 県支出金
671,791（ 12.5%）
国・ 県支出金
671,791（ 12.5%）
国・ 県支出金
671,791（ 12.5%）

（ 単位： 千円）

（ 　）内は決算に含める割合

　

（ 単位： 千円）

村税 647,630（ 12.0% ）
村債
361,800（ 6.7% ）

普通建設事業費
939,363（ 20.9%）
普通建設事業費
939,363（ 20.9%）
普通建設事業費
939,363（ 20.9%）

災害復旧事業費
35,134（ 0.8%）
災害復旧事業費
35,134（ 0.8%）
災害復旧事業費
35,134（ 0.8%）

農林水産業費
415,951（ 9.2%）
農林水産業費
415,951（ 9.2%）

公債費
411,321（ 9.2%）
公債費
411,321（ 9.2% ）
公債費
411,321（ 9.2%）

繰出金
441,525（ 9.8%）
繰出金
441,525（ 9.8%）
繰出金
441,525（ 9.8%）

他

災害復旧費　35,134（ 0.8%）

扶助費
376,236（ 8.4%）
扶助費
376,236（ 8.4%）
扶助費
376,236（ 8.4%）

人件費　595,348（ 13.2% ）人件費　595,348（ 13.2% ）人件費　595,348（ 13.2% ）

地方交付税
1,756,786（ 32.7% ）
地方交付税
1,756,786（ 32.7% ）
地方交付税
1,756,786（ 32.7% ）

目的別

性質別

村税　　
　村民税　　　　　個人　253,895　法人　48,040

　固定資産税 286,607
　軽自動車税 26,921

　たばこ税 32,167

目的別（ 主な事業）
　議会費　議員報酬

　総務費　マイクロバス２台更新　村営バス運行委託
　　　　　　　　ふるさと納税返礼品

　　　　　　　　地域おこし 協力隊13名活動費

　民生費　福祉タクシー、
　　　　　　　　国保、後期高齢者、介護保険特別会計繰出金

　　　　　　　　保育園庭芝生化
　衛生費　健診・ 予防接種、廃棄物処理

　農林水産業費、商工費
　　　　　　　　農業総合振興事業、

　　　　　　　　移住定住対策、松くい虫対策、
　　　　　　　　エスバードへの負担金

　土木費　道路改良事業、宅地造成事業

　　　　　　　　道の駅管理運営経費
　消防費　団や広域への交付金負担金

　教育費　児童用タブレット 、中学エアコン設置、
　　　　　　　　小中学生通学カバン、給食米代補助、

　　　　　　　　図書館改修工事等

性質別
　義務的経費（ 全体の30.8％）

　　　　　　　　人件費、人事院勧告による給与増
　　　　　　　　扶助費（ 被扶助者に支給）

　　　　　　　　社会福祉費 241,317

　　　　　　　　児童福祉費 126,050

　　　　　　　　公債費　元金 391,971
　　　　　　　　　　　　　　　利子 19,350

　投資的経費（ 全体の21.7％）

　　　　　　　　普通建設事業費、災害復旧事業費
　その他　物件費　賃金など

　　　　　　　　補助費　広域消防　飯田環境センター　負担金
　繰出金　特別会計への繰出し

寄附金・ 諸収入等
　寄附金 699,405 ふるさと納税 685,359

　  負担付寄附 10,040
　有線使用料 43,671 住宅使用料 28,330

　保育料 37,878

自主
財源
44.3%

自主
財源
44.3%

自主
財源
44.3%

依存
財源

55.7%

依存
財源

55.7%

依存
財源

55.7%

地方交付税

 普通交付税 1,580,649
 　 う ち 起債償還措置分 309,843

 　 　 　  特別交付税 176,137



第 ８８ 号

（ ４ ）

松
下
議
員　

村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ
て
い

な
い
。
国
勢
調
査
の
記
録

が
平
成　

年
度
の
も
の
に

２２

な
っ
て
い
る
。
五
年
ご
と

に
調
査
さ
れ
る
の
で
、
平

成　

年
度
の
も
の
が
載
る

２７
は
ず
だ
。
村
の
地
図
に
も

道
の
駅
や
福
島
て
っ
ぺ
ん

公
園
も
載
っ
て
い
な
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
平
成　
２４

年
度
の
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
行
政
相
談
員
も
前
の

方
の
名
前
に
な
っ
て
お
り
、

功
労
者
表
彰
も
平
成　

年
２５

度
の
方
の
名
前
の
ま
ま
だ
。

速
や
か
に
更
新
す
る
必
要

が
あ
る
。
更
新
は
ど
こ
が

担
当
し
、
ど
う
い
う
手
続

き
で
行
う
の
か
。

総
務
課　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
が

管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
更
新
さ
れ
る
段
階
で

担
当
課
長
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、

最
終
的
に
は
総
務
課
企
画

財
政
係
が
更
新
す
る
。そ
の

手
続
き
が
滞
る
と
更
新
が

遅
れ
て
し
ま
う
。
今
後
遅
れ

な
い
よ
う
留
意
す
る
。

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
を

井
原
議
員　

中
学
校
東
側

の
斜
面
の
管
理
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
行
っ
て
い
る
か
。

総
務
課　

そ
う
だ
。

井
原
議
員　
　

万
円
近
い

７５

決
算
に
な
っ
て
い
る
が
、

中
学
校
東
側
斜
面
の

管
理
内
容
は

年
に
何
回
ほ
ど
管
理
作
業

を
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課　

そ
の
日
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
２
人
か
３

人
で
年
に
３
回
ほ
ど
や
っ

て
い
る
。

井
原
議
員　

年
に
３
回

行
っ
て
い
れ
ば
き
れ
い
な

状
態
が
続
く
は
ず
だ
が
、

ほ
と
ん
ど
管
理
し
て
い
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

全
面
で
は
な
い
が
除
草
剤

も
散
布
し
て
い
る
よ
う
だ
。

し
っ
か
り
手
入
れ
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
だ
。

唐
澤
（
健
）議
員　

あ
の
斜

面
は
活
用
を
検
討
す
る
計

画
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

総
務
課　

管
理
を
依
頼
し

て
い
る
方
と
相
談
し
、
残

消
防
団
関
係
の

懸
案
解
決
を

唐
澤
（
健
）議
員　

消
防
団

員
の
報
酬
は
ど
の
よ
う
に

支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課　

基
本
は
登
録
さ

れ
て
い
る
１
３
８
名
分
支

給
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
活

動
し
て
い
な
い
人
も
い
る

の
で
、
実
情
に
合
わ
せ
て

支
払
わ
れ
て
い
る
。

松
下
議
員　

非
常
備
消
防

費
関
係
で
「
付
属
機
関
委

員
報
酬
」
な
ど
と
し
て

「
決
算
書
綴
」に
は
報
酬　
１５

万
２
千
円
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、「
執
行
状

況
報
告
書
」
に
は
記
載
が

な
い
。
報
酬
の
内
訳
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
実

際
に
会
議
等
は
何
回
開
催

し
た
の
か
。

総
務
課　

消
防
委
員
会
と

組
織
検
討
委
員
会
を
そ
れ

ぞ
れ
１
回
は
行
っ
て
い
る
。

検
討
委
員
会
は
予
算
計
上

時
に
は
３
回
ほ
ど
行
う
つ

も
り
で
あ
っ
た
。

松
下
議
員　

消
防
団
に

と
っ
て
は
今
大
事
な
時
期

だ
。
検
討
会
議
を
し
っ
か

り
や
る
こ
と
が
必
要
だ
。

村
長　

懸
案
を
解
決
す
る

処
方
箋
が
見
つ
か
ら
ず
苦

労
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

何
か
良
い
方
策
が
あ
れ
ば

示
し
て
ほ
し
い
。

松
下
議
員　

検
討
を
重
ね

て
問
題
解
決
し
た
例
も
あ

る
。
検
討
会
議
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

豊丘中学校東側の斜面
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より 良い財政運営めざより 良い財政運営めざしし
予算の執行状況チェ ッ予算の執行状況チェ ッ クク

決算審査の
質疑より

す
樹
木
と
伐
採
す
る
樹
木

を
決
め
る
な
ど
、
補
正
予

算
を
組
ん
で
対
処
し
た
い
。

井
原
議
員　

今
ま
で
管
理

が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

業
者
を
替
え
て
み
る
の
も

必
要
だ
。

（ ５ ）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

 議員の意志表示一覧表 （ 全員賛成除く ）

＜令和元年９ 月　 第３ 回 定例会＞　 　 　 ○…賛成　 ▼…反対

松
下　

亨

前
沢
光
昭

川
野
孝
子

片
桐
義
憲

井
原
康
明

吉
川
明
博

唐
澤　

健

片
桐
忠
彦

平
澤
恒
雄

滝
川
利
秋

唐
澤
克
己

壬
生
眞
由
美

武
田
篤
子

審
議
結
果

件　 　 　 　 　 名

▼▼○○○○▼○○○○▼○

原
案
可
決

消防団員の定員、任免等
に関する条例の一部を
改正する条例の制定につ
いて

条　
　

例

武
田
議
員　

農
業
委
員
報

酬
に
含
ま
れ
る
会
合
な
ど

は
定
例
会
以
外
に
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
の
か
。

産
業
建
設
課　

農
業
委
員

の
仕
事
は
人
に
よ
っ
て
多

少
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
定

例
会
の
ほ
か
に
、
今
メ
イ

ン
の
仕
事
は
農
地
の
集
約

化
、
遊
休
農
地
を
つ
く
ら

な
い
こ
と
、
農
地
の
パ
ト

ロ
ー
ル
、
草
刈
り
な
ど
で

あ
る
。
特
に
女
性
の
農
業

委
員
に
は
組
織
が
あ
り
、

年
に
３
～
４
回
、
飯
伊
地

域
や
県
レ
ベ
ル
の
研
修
会

が
あ
る
。
各
委
員
に
よ
っ

て
い
く
ら
か
異
な
る
が
、

回
数
は
月
に
５
～
６
回
に

な
る
。

農
業
委
員
報
酬
に

係
る
仕
事
は

「
ゆ
め
あ
る
て
」の

管
理
徹
底
を

る
て
」
の
管
理
に
つ
い
て

尋
ね
た
い
。
８
月
６
日
の

「
議
会
と
語
る
会
」
が
開
催

さ
れ
た
日
に
ト
イ
レ
を
使

用
し
た
が
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
が
ど
こ
を
探
し

て
も
全
く
な
か
っ
た
。
在

庫
も
な
か
っ
た
。
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知

り
た
い
。

教
育
委
員
会　

大
変
申
し

訳
な
か
っ
た
。
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
は
、

毎
朝
点
検
し
、
補
充
し
て

い
る
。
夕
方
管
理
人
さ
ん

と
交
代
す
る
時
も
確
認
し

て
い
る
。
在
庫
も
点
検
し

て
い
る
。
今
後
は
管
理
に

さ
ら
に
留
意
し
た
い
と
思

う
。

川
野
議
員　

先
日
大
変
不

快
な
思
い
を
し
た
の
で
、

社
会
教
育
施
設
「
ゆ
め
あ

村
の
敬
老
会
は

続
け
る
か

つ
だ
け
に
な
っ
た
。
将
来

全
部
の
地
域
で
実
施
す
る

よ
う
に
な
っ
て
も
、
村
で

は
従
来
と
同
じ
よ
う
に
村

主
催
の
敬
老
会
を
続
け
て

い
く
の
か
ど
う
か
。

村
長　

続
け
て
い
く
つ
も

り
だ
。
敬
老
会
と
い
っ
て

も
、
地
域
で
行
な
う
場
合

と
村
で
行
う
場
合
で
は
、

目
的
な
ど
で
違
い
が
あ
る
。

地
域
の
場
合
に
は
、
参
加

唐
澤
（
克
）議
員　

村
か
ら

資
金
援
助
を
受
け
、
敬
老

会
を
実
施
す
る
区
や
地
域

が
増
え
て
き
た
。
村
全
体

で
９
つ
の
区
あ
る
い
は
地

区
が
あ
る
が
、
今
年
敬
老

会
を
し
な
い
と
こ
ろ
は
２

者
が
比
較
的
近
所
同
士
で

あ
り
、
日
頃
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
が
多
い
。
村
で
行

う
際
に
は
、
普
段
な
か
な

か
会
え
な
い
者
同
士
な
の

で
、近
況
を
語
り
合
っ
た
り

し
て
情
報
が
交
換
で
き
、視

野
も
広
が
る
。
敬
老
会
と

い
っ
て
も
、地
域
主
催
と
村

主
催
で
は
、目
的
や
趣
旨
が

異
な
っ
て
い
る
か
ら
双
方

両
立
が
良
い
。

水
路
の
歴
史
や

意
義
を
後
世
に

て
先
進
地
視
察
な
ど
話
し

合
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
進
展
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
集
落
営
農
組
織
設
立

支
援
事
業
で
は
、
必
ず
し

も
法
人
登
記
は
必
要
と
し

な
い
。
認
定
農
業
者
が
２

名
以
上
で
、
多
少
の
規
約

さ
え
カ
バ
ー
で
き
れ
ば
、

上
限　

万
円
ほ
ど
の
補
助

５０

金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

滝
川
議
員　

河
野
新
田
で

始
め
た
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
は
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。
集
落
営
農
組
織
設

立
支
援
事
業
で
設
立
さ
れ

た
事
業
団
体
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。
農

地
耕
作
条
件
改
善
事
業

は
、
す
な
わ
ち
用
水
路
改

修
工
事
で
あ
る
が
、
単
に

水
路
の
み
が
良
く
な
っ
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

で
な
い
。
や
は
り
先
人
達

が
苦
労
し
て
維
持
し
て
き

た
水
路
の
歴
史
や
意
義
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
。
支
給
さ
れ
た

補
助
金
の
一
部
を
費
や
し

て
で
も
、
そ
の
水
路
の
歴

史
や
意
義
が
学
べ
る
よ
う

な
、
形
に
な
る
方
策
を
村

主
導
で
提
起
し
た
ら
ど
う

か
。

産
業
建
設
課　

河
野
新
田

の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る

水
田
耕
作
者
に
参
集
願
っ

今年から 開始の田村区敬老会（ ９ 月１４日）



第 ８８ 号

（ ６ ）

回　 答質　 問

Ａ  村のケーブルテレビのシステム構築時以来、 村の状況を 把

握さ れている会社に委託。 日本情報システム協会に勤務経

験のある方が担当です。

Ａ  スマート フ ォ ンでは見づら いこ と が問題。 現在使用し てい

る富士通のシステムで引き続き 改修を委託。

閣

Ｑ  有線放送の改修検討支援業務

１５０万円の委託先は？

Ｑ  ホームページ改修２５０万円の内

容は？

（ 松下議員）

Ａ  村が管理する 建物は、 すべて町村会の建物共済に加入し 、

ケースによるが、 落雷は全額補助。閣
Ｑ  勤労者福祉センタ ー、 落雷によ

る自動ド ア補修５０万円の支払い

は？ （ 片桐義憲議員）

Ａ  １０月から 、 休館日に身障協の方の通常清掃では届かない浴

槽内の高所などを清掃。 月１ 回で６ 回、１２月に落葉処理１

回で１０万円の予算。 浴槽を含め来年度以降も 予定。
閣

Ｑ  はつらつの維持管理費、シルバー

人材センタ ーの清掃内容は？

 （ 壬生議員）

Ａ  検体を３ か所採取し 検査を行う 。 竣工から２０年。 法定義務

の検査。（ 委託料２５３,０００円）閣
Ｑ  中央保育園アスベスト 検査の内

容は？ （ 井原議員）

Ａ  実施３ 年目。 操法大会時に血液検査と 、腹囲計測を実施。 肥

満を 中心に、 今頑張れば健康になれる方に指導。 昨年該当

者のう ち一人の方は大幅に改善さ れた。 日常の運動のき っ

かけづく り に今年も 予算を計上。

閣
Ｑ  健康福祉に関し て、『 消防団ハ

イリ スク 者運動指導』の内容は？

 （ 滝川議員）

Ａ  内閣府の地方創生推進交付金１０００万円の事業の中に、 加工

所の施設を 組み込み、 事業採択さ れた。 加工所は株式会社

でも あり 、 今後の運営は線引き も 必要。

Ａ  前述の交付金の組み立ての一部。 道の駅の今後の展開、 か

あちゃ んの店やだいち の問題、 ニーズ調査など。 議決後契

約し 、半年間で成果を上げる。補助事業期間で終了。パッ ケー

ジデザイ ンはこ の委託と は別枠で交付金に組み込んでいる。

閣

Ｑ  加工所は豊かな丘に移っ たが、

備品購入費４８５万円と は？

 （ 唐澤健議員）

Ｑ  道の駅事業プロジェ ク ト 運営支

援委託４５０万円の内容は？パッ

ケージデザイ ン７５万円は含むの

か？ （ 井原議員）

Ａ  小園から 伴野の団地に抜ける牛草川で、 崩壊箇所がある。

河畔林整備補助金の創設で採択さ れた。 地蔵ヶ 沢の天狗橋

までは一級河川。その上流が準用河川で、村の管理の牛草川。
閣

Ｑ  水路 改修工 事５００万 円 の場所

は？ （ 前沢議員）

Ａ  区長会で協議。 バス路線と 広域農道で、 村内土木業者に発

注。 人力と 重機やダンプを使う 。閣
Ｑ  主要幹線道路の落葉除去１２０万

円の事業の詳細は？ （ 川野議員）

Ａ  国語力アッ プのため、 読書に精通さ れる村内の教員Ｏ Ｂ や

司書で構成する検討委員会を予定。

Ａ  上記委員会で検討。 図書に関し て精通さ れる方の講演会な

どを想定。

閣

Ｑ  国語力アッ プ検討会議９ 万円の

内容は？ （ 唐澤克己議員）

Ｑ  こ ども 読書推進イ ベント 補助金

１１万円の内容は？ （ 武田議員）

一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、下水道事業会計
補正予算議案4 件を 採択

一般会計補正予算　 2 号　 1 億5 ,6 6 8 万円　 審議の様子

（ ７ ）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

 ◌ཾ
ଋ ᄎ 

◌ཾ
ଋ ᄎ

 ◌ཾ
ଋ ᄎ Ɉ Ȧ24ఱ ࡼ  

Ƞഺā ā ࡼ ɬ ᄎ
Ɉ24ఱ ࡼ ࡼ 

ഺā ā ࡼ ɬ ᄎ ࡼ
Ɉ Ȧ24ఱ ࡼ  

Ƞഺā ā ࡼ ɬ ᄎ

1） 村から 区への依頼事業の現状について
2） 職員の働き方改革について
3） 豊丘村の飲料水の水質改善の取り 組みについて

１ . 川野　 孝子
（ ８ ページ）

1） 副食おかずの費用について２ . 吉川　 明博
（ ９ ページ）

1） 学費の貸与について
2） リ ニア工事に関連し て

３ . 唐澤　 　 健
（ 10ページ）

1） 保育園、 学校のガラ ス蛍光管についての防災対策について
2） 役場内での働き方改革について

４ . 武田　 篤子
（ 11ページ）

1） ㈱豊かな丘（ 道の駅と よおかマルシェ ）の決算と 今後の運営について
2） 移住就農者の支援について
3） 河岸段丘の整備について

５ . 松下　   亨
（ １2ページ）

1） 村営水道に関する課題と その対策について
2） 木門井水路の抜本的な改修について

６ . 唐澤　 克己 
（ 13ページ）

1） 土地利用計画の考え方と 進め方７. 滝川　 利秋
（ 14ページ）

1） 液体ミ ルク の災害備蓄について
2） 防災行政無線を傍受する防災ラ ジオの導入について
3） ジェ ネリ ッ ク 医薬品使用の推進について
4） 小中学校と 通学路の災害・ 安全対策について

８. 平澤　 恒雄
（ 15ページ）

1） 村内橋梁の老朽化と 補修点検について
2） 加齢性難聴者の補聴器購入補助について

９. 前沢　 光昭
（ 16ページ）

1） 都市計画区域導入の計画について
2） 天竜川架橋完成を見据えた県道と 一貫道路の接続整備について

10 . 片桐　 忠彦
（ 17ページ）

1） 獣害防護柵の管理について
2） リ ニア新幹線工事について
3） リ ニアト ンネル残土を 利用し た福島てっ ぺん公園駐車場計画について
4） 保育園三園合同夏祭り について

11 . 壬生眞由美
（ 18ページ）

1） 総合振興計画後期計画、 確実な実施に向けて
2） 地域コ ミ ュ ニティ ーの推進と 防災対策について

12 . 片桐　 義憲
（ 19ページ）

1） 豚コ レラ状況と その後の対策について
2） 佐原線道路改良について
3） 土木事業のあり 方について
4） 敬老会の費用補助について

13 . 井原　 康明
（ 20ページ）

【 一般質問の申し 合わせ事項】
・ 通告期限は議会運営委員会において会期日程を考慮し つつ、 その都度協議、 決定する。
・ １ 議員の発言時間は３０分を限度と し 、 質問回数は制限し ない。
・ 発言残り 時間５ 分前に呼び鈴を１ 回、 残り ３ 分前に呼び鈴を２ 回鳴ら す。
・ 発言内容は「 回答を求める発言」 であるか、「 提言」 であるか明確にする。

【 １ 日目】

【 ２ 日目】
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（ ８ ）

川野 孝子 議員

質
問　

今
、
区
と
し
て
の

仕
事
が
非
常
に
多
岐
に
わ

た
っ
て
大
変
苦
労
し
て
い

る
と
聞
く
。
実
際
、
村
か

ら
区
へ
ど
ん
な
事
業
が
委

託
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

総
務
課
の
関

係
に
つ
い
て
。
交
通
安
全

施
設
、
防
犯
施
設
等
土
木

申
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合

わ
せ
て
自
治
会
長
さ
ん
を

経
由
し
区
長
さ
ん
の
方
か

ら
新
設
や
修
繕
箇
所
の
要

望
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を

お
願
い
し
て
い
る
。

産
業
建
設
課
長　

特
に
土

木
関
係
で
は
地
区
内
の
土

木
事
業
や
舗
装
修
繕
箇
所

の
と
り
ま
と
め
、
河
川
の

維
持
管
理
を
中
心
に
出
労

頂
き
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。

健
康
福
祉
課
長　

健
康
福

祉
課
か
ら
区
へ
お
願
い
し

て
い
る
事
。
地
区
敬
老
会

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
が
あ
る
。

地
区
敬
老
会
は
村
内
９
ヵ

所
の
地
区
の
う
ち
７
つ
の

地
区
で
実
施
し
て
頂
い
て

い
る
。

村から 区への委託事業の実態は
答答 　 地域の人たちの協力が頼り

質
問　

９
月
議
会
の
補
正

で
落
ち
葉
対
策
の
費
用
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
。

産
業
建
設
課
長　

山
間
地

域
の
皆
さ
ん
に
苦
労
を
か

け
て
い
る
落
ち
葉
掻
き
の

作
業
軽
減
に
な
れ
ば
と
、

主
要
バ
ス
経
路
等
に
業
者

委
託
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

多
く
の
地
区
で
敬

老
会
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

答答

長
時
間
労
働
上
限
の
規
定

を
実
施
す
る

質
問　

職
員
の
働
き
方
改

革
は
主
と
し
て
長
時
間
労

働
の
制
限
の
導
入
と
思
う

が
。

総
務
課
長　

１
ヵ
月　

時
４５

間
。
１
年
間
３
６
０
時
間

と
規
定
し
た
。
今
の
と
こ

ろ
１
ヵ
月　

時
間
を
毎
月

４５

超
え
る
職
員
は
い
な
い
。

月　

時
間
に
近
づ
く
業
務

４５
の
部
署
は
教
育
委
員
会
の

社
会
教
育
係
が
多
め
に

な
っ
て
し
ま
う
。
別
の
規

定
を
設
け
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
。

村
長　

行
政
運
営
に
支
障

の
な
い
範
囲
内
で
働
き
方

改
革
に
取
り
組
み
つ
つ
、

時
間
外
勤
務
が
多
め
の
職

員
の
対
応
に
努
め
た
い
。

に
な
っ
た
が
村
の
敬
老
会

を
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

村
長　

地
区
に
つ
い
て
も

村
に
つ
い
て
も
同
時
進
行

で
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
区
の
敬
老
会
の

費
用
の
増
額
は
あ
る
か
。

村
長　

収
支
が
出
そ
ろ
っ

た
段
階
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

職
員
の
働
き
方
改
革
は

質
問　

６
月
補
正
で
新
た

な
活
水
器
設
置
の
予
算
が

決
ま
っ
て
い
る
が
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

環
境
課
長　

中
央
保
育

園
、
「
は
つ
ら
つ
」
の
２

基
と
役
場
の
給
湯
室
に
一

基
。
残
り
の
５
ヵ
所
に
つ

い
て
公
募
の　

件
の
中
か

１９

ら
水
源
別
に
設
置
し
た
。

効
果
に
つ
い
て
検
証
し
て

い
き
た
い
。

質
問　

若
い
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は
白

い
付
着
物
（
蒸
発
残
留
物
）

に
対
す
る
不
安
の
声
も
あ

る
。
ま
た
、過
去
の
郷
士
沢

ダ
ム
計
画
を
知
る
年
齢
の

人
か
ら
は
、今
は
井
戸
水
を

使
用
し
て
い
る
が
、将
来
表

流
水
も
選
択
肢
か
ら
捨
て

な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
声

に
対
し
て
村
の
考
え
は
。

村
長　

村
と
し
て
お
い
し

い
水
を
飲
め
る
よ
う
研
究

し
て
い
る
。議
会
の
一
般
質

問
で
違
法
の
水
か
ど
う
か

説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

環
境
課
長　

す
べ
て
の
水

源
の
水
質
に
つ
い
て
何
の

問
題
は
な
い
。
表
流
水
か

ら
の
取
水
と
い
う
こ
と
を

選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
残
す
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
全

く
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
考
え

る
。
例
え
ば
地
下
水
が
枯

渇
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

よ
う
な
場
合
に
は
新
た
な

水
源
が
必
要
と
な
る
。
表

流
水
で
賄
う
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
郷
士
沢
川
で
は

足
り
ず
、
あ
と
何
ヵ
所
の

水
源
が
必
要
と
な
る
。
費

用
的
に
も
数　

億
円
の
お

１０

金
が
必
要
と
な
る
。

　

現
在
の
水
道
施
設
の
維

持
管
理
、
計
画
的
な
更
新

工
事
を
進
め
な
が
ら
安
全

安
心
で
安
価
な
水
道
水
の

供
給
を
し
て
い
き
た
い
。

答答

業
務
用
２
基

一
般
家
庭
用
６
基
を
設
置

新
た
な
活
水
器
設
置
の
状
況
は

元気な顔に出会えたね

（ ９ ）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

吉川 明博 議員

質
問　

副
食
（
お
か
ず
）

の
費
用
に
つ
い
て
、
報
道

に
よ
り
ま
す
と
、
箕
輪
町

と
南
箕
輪
村
は
、　

月
か

１０

ら
幼
児
教
育
、
保
育
の
無

償
化
に
伴
い
、
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
る
副
食
（
お
か

ず
）
費
用
に
つ
い
て
月
額

３
０
０
０
円
の
実
質
踏
襲

を
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
現

在
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
の

副
食
費
に
つ
い
て
、
箕
輪

町
は
約
４
５
０
０
円
を
、

南
箕
輪
村
は
約
５
３
０
０

円
を
保
育
料
に
含
め
て
徴

収
。

　
　

月
以
降
は
と
も
に
３

１０
０
０
０
円
に
す
る
。
条
件

と
し
て
は
、
年
収
３
６
０

万
円
未
満
相
当
の
世
帯
の

子
ど
も
と
第
３
子
以
降
の

子
ど
も
に
つ
い
て
副
食
費

は
免
除
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
向
転
換

を
さ
れ
て
い
く
行
政
体
が

あ
る
、
現
状
の
豊
丘
村
の

補
助
は
、
豊
丘
村
の
方
向

性
は
。

子
ど
も
課
長　

豊
丘
村
で

は
、　

月
か
ら
の
幼
児
教

１０

育
、
保
育
の
無
償
化
に
伴

い
、
保
育
園
給
食
の
副
食

費
、
お
か
ず
代
に
つ
い
て

は
村
の
独
自
の
施
策
と
し

て
３
か
ら
５
歳
児
全
員
、

０
か
ら
２
歳
児
と
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
副
食
費
の

無
料
化
を　

月
か
ら
実
施

１０

致
し
、
３
歳
以
上
児
と
の

平
等
性
を
図
る
た
め
に　
１０

月
か
ら
の
無
償
化
の
対
象

と
な
ら
な
い
０
か
ら
２
歳

の
未
満
児
に
つ
い
て
も
、

現
在
の
保
育
料
か
ら
国
の

示
し
て
い
る
副
食
費
分
の

４
５
０
０
円
の
保
育
料
か

ら
減
額
す
る
。

質
問　

小
学
生
、
中
学
生

の
状
況
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

現
在
の
給
食
費
、
小
学
生

は
一
食
２
５
０
円
、
中
学

生
は
３
０
０
円
徴
収
。

給
食
費
の
補
助
は
米
代
と

し
て
年
額
３
０
０
万
円
程

度
村
で
全
額
補
助
。
一
食

　

円
程
度
給
食
費
を
下
げ

２０て
い
る
。

質
問　

子
ど
も
さ
ん
が
多

く
豊
丘
村
に
住
ん
で
い
て

い
た
だ
き
た
い
、
生
ま
れ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

あ
る
。
村
の
運
営
の
大
き

な
中
心
の
課
題
、
近
隣
町

村
に
比
較
し
て
豊
丘
村
は

子
ど
も
に
対
す
る
手
厚
い

行
政
を
や
っ
て
い
る
か
、

周
り
か
ら
や
り
過
ぎ
だ
と

言
わ
れ
る
く
ら
い
の
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
い
と
、

豊
丘
村
の
人
口
が
減
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

で
の
質
問
だ
。

　

ぜ
ひ
、
こ
う
い
う
食
費

の
補
助
の
み
な
ら
ず
、
子

ど
も
さ
ん
に
対
す
る
補
助

を
他
所
と
比
較
し
て
突
出

し
て
い
る
く
ら
い
の
施
策

を
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

村
長　
　

月
か
ら
の
保
育

１０

園
の
無
償
化
に
つ
き
ま
し

て
、
豊
丘
の
場
合
は
今
ま

で
食
費
と
そ
の
保
育
料
と

分
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

保
育
料
の
無
償
化
と
い
う

と
本
当
に
全
部
無
償
化
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

が
、
こ
の
規
模
で
無
償
化

し
て
し
ま
っ
た
の
は
豊
丘

村
だ
け
で
す
。
ち
ょ
っ
と

私
も
や
り
過
ぎ
た
の
か
な

と
は
思
っ
て
い
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
生
産
年

齢
人
口
の
家
庭
が
い
か
に

増
え
て
い
た
だ
け
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
村
の
一
番

の
活
力
の
源
だ
。
そ
の
中

で
、
今
ま
で
学
校
教
育
に

つ
き
ま
し
て
も
、
他
町
村

に
群
を
抜
い
た
補
助
を
し

て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
障

害
の
あ
る
子
が
修
学
旅
行

に
行
く
と
き
に
１
対
１
の

介
護
が
必
要
な
子
も
ち
ゃ

ん
と
村
費
で
一
緒
に
修
学

旅
行
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
無
償
化
に
つ
き
多

く
の
所
は
３
０
０
０
円
。

豊
丘
村
は
迷
い
な
く
し
っ

子供福祉の考えは
答答 　 一番の活力の源だ

ツナサラ ダは給食の人気品です

か
り
と
や
る
こ
と
は
や
っ

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
税
の
負
担
の
公
平
性
と

い
う
も
の
に
つ
い
て
、
何

で
も
公
の
サ
ー
ビ
ス
で
た

だ
で
受
け
ら
れ
る
も
の
で

な
く
、
特
別
に
村
と
し
て

子
育
て
支
援
は
し
て
い
こ

う
、
お
子
さ
ん
の
あ
る
家

庭
を
応
援
し
て
い
こ
う
と

い
う
ス
タ
ン
ス
の
中
で
始

め
た
。

結
論　

村
長
の
基
本
的
な

考
え
を
確
認
が
で
き
質
問

の
趣
旨
は
全
う
で
き
た
。



第 ８８ 号

（ １０）

唐澤　 健 議員

質
問　

学
費
の
貸
与
に
つ

い
て
、
各
種
学
校
、
短
大
、

大
学
、
大
学
院
の
学
費
の

無
利
子
貸
与
を
。

学費の貸与を
答答 　 借金は多額になり 問題がある

村
長　

借
り
た
お
金
は
無

利
子
で
も
、
最
後
は
返
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
問

題
が
あ
る
。

あ
か
り
区
間
の

防
音
防
災
フ
ー
ド
を

答答

村
は
付
け
ろ
と
い
う
こ
と
だ

質
問　

リ
ニ
ア
工
事
に
お

け
る
谷
埋
盛
土
の
地
下
排

水
管
に
つ
い
て
。
Ｊ
Ｒ
は
、

「
半
永
久
に
使
用
で
き
る
」

と
議
会
の
説
明
会
で
し
た
。

し
か
し
、
排
水
管
は
ど
ん

な
も
の
を
使
用
し
て
も
盛

土
圧
に
よ
る
ク
リ
ー
プ
と

か
、
経
年
劣
化
に
よ
る
破

損
は
起
こ
り
え
る
。
排
水

管
の
破
損
と
な
れ
ば
、
地

下
水
の
上
昇
に
よ
る
地
震

や
異
常
降
雨
に
よ
る
盛
土

の
崩
壊
に
至
る
。
９
月
７

日
付
け
の
信
毎
の
報
道
に

よ
る
と
、
中
川
村
の
半
の

沢
に
埋
め
立
て
る
計
画
の

有
識
者
検
討
委
員
会
に
Ｊ

Ｒ
東
海
が
示
し
た
環
境
基

準
案
で
、
時
間
雨
量　

ミ
２０

リ
に
達
し
た
場
合
や
累
積

雨
量
が
１
０
０
ミ
リ
に
達

し
た
場
合
、
厳
重
警
戒
と

し
て
住
民
避
難
を
す
る
と

い
う
内
容
が
報
道
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
委
員
会
の

委
員
長
も
、「
土
木
構
造
物

に
１
０
０
％
の
安
全
は
な

い
」
と
認
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
示
し

た
も
の
。
谷
埋
盛
土
は
、

危
険
で
あ
り
、
や
め
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
下
流

域
の
関
係
住
民
の
同
意
の

後
、
せ
め
て
谷
埋
盛
土
の

危
険
除
去
に
最
大
限
に
配

慮
の
施
工
。
例
え
ば
下
流

域
に
穴
あ
き
ダ
ム
を
造
る

と
か
、
盛
土
に
地
滑
り
防

止
杭
、
こ
れ
は
西
宮
の
仁

川
百
合
野
地
区
の
地
滑
り

資
料
館
の
説
明
の
中
で
は
、

１
０
０
本
以
上
そ
う
い
う

防
止
杭
を
打
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
に
施
工
の
管
理

を
未
来
永
劫
求
め
る
。
要

す
る
に
土
地
の
買
い
上
げ

の
確
認
書
を
結
ぶ
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

今
後
の
維
持

管
理
の
方
針
に
つ
い
て
は

確
認
書
を
多
分
結
ぶ
こ
と

に
は
な
る
か
と
思
う
が
、

そ
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
Ｊ
Ｒ
東
海
、
ま
た
本
山

地
縁
団
体
と
村
の
方
で
相

談
し
な
が
ら
決
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

質
問　

小
園
の
あ
か
り
区

間
の
防
音
防
災
フ
ー
ド
に

つ
い
て
。
８
月　

日
付
け

２８

の
南
信
州
新
聞
に
よ
る
と

飯
田
市
の
牧
野
市
長
は
、

座
光
寺
下
段
地
区
に
つ
い

て
、
「
防
音
防
災
フ
ー
ド

の
設
置
を
は
じ
め
、
環
境

対
策
の
適
切
な
設
置
が
必

須
と
の
認
識
で
Ｊ
Ｒ
東
海

に
強
く
要
請
し
て
い
る
」

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
騒

音
を
地
元
は
心
配
し
て
い

る
。
そ
の
防
音
フ
ー
ド
に

つ
い
て
は
。

村
長　

フ
ー
ド
も
当
然
村

と
す
れ
ば
、
つ
け
ろ
と
い

う
こ
と
だ
。

リ ニア実験線のあかり 区間

（
注
）ク
リ
ー
プ
と
は
、
応
力
を
受
け
た
物
体
が
時
間
と
共
に
変
形

　
　

す
る
現
象
。

（ １１）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

武田 篤子 議員

ガラ ス 蛍光管の防災対策は
答答 　 計画的に整備し ていきたい

質
問　

２
０
１
８
年
２
月

に　

年
以
内
に
南
海
ト
ラ

３０
フ
巨
大
地
震
が
起
き
る
確

率
に
つ
い
て　

％
か
ら　

７０

８０

％
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
地
震
が
起
き
た
時
、

豊
丘
の
最
大
震
度
は
６
弱

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
巨

大
地
震
の
発
生
確
率
が
高

ま
っ
た
中
、
豊
丘
村
の
保

育
園
、
学
校
に
つ
い
て
、

窓
ガ
ラ
ス
や
ガ
ラ
ス
の
入
っ

た
書
棚
な
ど
へ
の
防
災
対

策
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
か
。

子
ど
も
課
長　

保
育
室
の

ガ
ラ
ス
は
強
化
ガ
ラ
ス
。

中
央
保
育
園
の
中
廊
下
の

ガ
ラ
ス
上
部
に
は
フ
ィ
ル

ム
が
貼
っ
て
あ
る
が
保
育

室
以
外
の
職
員
室
な
ど
の

一
部
が
ま
だ
未
対
策
。
書

棚
は
強
化
ガ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

小
学
校
、
中
学
校
と
も
に

強
化
ガ
ラ
ス
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
以
上
の
対
策
は

取
っ
て
い
な
い
。
特
別
室

の
窓
ガ
ラ
ス
は
強
化
ガ
ラ

ス
で
な
い
の
で
避
難
経
路

と
な
る
窓
ガ
ラ
ス
に
は
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ

て
い
る
。

質
問　

保
育
園
、
学
校
の

蛍
光
管
に
つ
い
て
は
、
何

か
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る

の
か
。

子
ど
も
課
長　

南
保
育
園

の
未
満
児
、
年
中
の
部
屋

を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
未

対
策
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

小
学
校
は
、
順
次
計
画
的

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
替
え
て
い

る
。
中
学
校
に
つ
い
て
は

特
に
対
策
は
取
っ
て
い
な

い
。

提
案　

子
供
達
の
安
全
を

考
え
、
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
頂

き
た
い
。
ガ
ラ
ス
で
で
き

た
蛍
光
管
は
、
大
き
な
地

震
が
起
き
れ
ば
落
ち
て
き

て
割
れ
て
飛
び
散
る
危
険

が
あ
る
。
飛
散
防
止
型
蛍

光
ラ
ン
プ
へ
の
取
り
替
え

が
必
要
。
飛
散
防
止
効
果

を
備
え
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

し
て
行
く
こ
と
が
ベ
ス
ト

と
考
え
る
。

質
問　

保
護
者
の
方
が
安

質
問　

働
き
方
改
革
、
村

長
は
何
か
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

村
長　

９
月　

月
は
敬
老

１０

会
、
運
動
会
な
ど
で
休
み

は
全
滅
と
い
う
感
じ
。

質
問　

一
般
企
業
で
働
く

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
け
で
な

く
公
務
員
に
お
い
て
も
、

労
働
環
境
な
ど
の
働
き
方

改
革
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
庁
舎
内
で
働
き
方

改
革
の
取
り
組
み
が
何
か

行
わ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

月　

時
間
を

４５

超
え
る
時
間
外
労
働
を
繰

り
返
す
職
員
は
い
な
い
の

で
、
そ
の
是
正
の
取
り
組

み
は
し
て
い
な
い
。
有
給

休
暇
の
取
得
率
ア
ッ
プ
の

取
り
組
み
を
若
干
行
っ
て

い
る
。
宿
直
勤
務
明
け
の

休
息
時
間
、
有
給
休
暇
を

利
用
し
て
半
日
休
む
。
日

直
勤
務
は
、
休
み
明
け
半

日
休
暇
を
取
る
な
ど
し
て

豊丘村役場内の様子

い
る
。

提
案　

庁
舎
内
に
「
働
き

方
改
革
チ
ー
ム
」
を
作
り
、

現
場
の
声
を
聞
く
（
不
満

の
声
の
拾
い
上
げ
を
行
う
）

こ
と
か
ら
始
め
て
は
ど
う

か
。
村
の
行
政
を
担
う
職

員
が
自
分
の
力
を
十
二
分

に
発
揮
し
て
仕
事
が
で
き

る
よ
う
、
精
神
衛
生
上
の

負
担
の
少
な
い
働
き
方
を

考
え
て
い
く
取
り
組
み
を

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

心
し
て
子
ど
も
を
通
わ
せ

ら
れ
る
よ
う
、
安
全
な
保

育
園
、学
校
作
り
は
必
要
。

保
育
園
、
学
校
へ
の
こ
の

よ
う
な
防
災
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　

大
変
大
事
な
こ

と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

当
然
費
用
が
係
る
こ
と
な

の
で
一
度
に
は
難
し
い
。

保
育
園
、
学
校
と
も
相
談

し
な
が
ら
計
画
的
に
整
備

を
進
め
て
行
き
た
い
と
い

う
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

働
き
方
改
革
チ
ー
ム
を

作
っ
て
取
り
組
み
を



第 ８８ 号

（ １２）

松下　 亨 議員

答答 　 経常利益は１８００万円余り

道の駅「 と よマル」の収支決算は

村
が
派
遣
し
た
職
員
の
人
件

費
を
差
し
引
く
と
ど
う
か

答答

計
算
上
は
6
0
0
万
円
の

赤
字

質
問　

本
格
的
に
事
業
開

始
し
た
第
2
期
決
算
の
概

要
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

産
業
建
設
課
長　

総
売
り

上
げ
は
2
億
７
３
０
０
万

円
。
主
な
売
り
上
げ
は
キ
ッ

チ
ン
「
そ
ら
ら
」
が
３
５

０
０
万
円
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
「
き
ら
ら
」
が
３
７
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

仕
入
れ
、
販
売
費
な
ど

を
差
し
引
い
た
経
常
利
益

は
１
８
４
０
万
円
。
法
人

税
な
ど
を
差
し
引
い
た
純

利
益
は
１
３
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

質
問　

次
に
、
村
派
遣
職

員
の
人
数
と
人
件
費
の
総

額
は
い
く
ら
か
。

産
業
建
設
課
長　

一
般
職

員
が
1
名
、
協
力
隊
員
が

6
名
で
、
人
件
費
は
概
ね

２
４
０
０
万
円
。

質
問　

単
純
に
計
算
す
る

と
、
経
常
利
益
１
８
０
０

万
円
か
ら
村
負
担
の
人
件

費
を
差
し
引
く
と
６
０
０

万
円
の
赤
字
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長　

ご
指
摘

の
と
お
り
と
な
る
。

移
住
就
農
者
の
支
援
体
制

強
化
を

答答

J
A
・
県
と
連
携
し
支
援
中

質
問　

農
業
後
継
者
が
不

足
し
て
い
る
状
況
下
で
、

移
住
就
農
者
の
現
状
は
。

産
業
建
設
課
長　

こ
こ　
１０

年
間
で
は
４
名
。
な
お
、

Ｊ
Ａ
で
研
修
中
の
就
農
予

定
者
が
５
名
い
る
。

質
問　
　

年
間
で
４
名
は

１０

意
外
に
少
な
い
。
移
住
後

の
支
援
体
制
が
弱
く
移
住

質
問　

こ
の
結
果
は
意
外

に
感
じ
た
。
こ
の
先
の
運

営
は
大
丈
夫
か
。

村
長　

も
と
も
と
道
の
駅

は
金
も
う
け
の
た
め
で
は

な
く
、
村
の
活
性
化
の
た

め
の
施
設
。
今
後
も
し
っ

か
り
関
っ
て
い
く
。

質
問　

村
の
活
性
化
の
た

め
と
い
う
点
は
同
感
だ
。

た
だ
、
公
営
化
傾
向
が
強

ま
る
と
村
へ
の
依
存
が
進

む
懸
念
は
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

し
や
す
い
環
境
に
な
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。

質
問　

補
助
金
を
支
給
す

る
た
め
の
機
会
で
は
本
心

者
が
期
待
で
き
る
状
況
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
以

前
に
提
案
し
た
就
農
者
毎

の
支
援
組
織
を
作
ら
な
い

か
。

産
業
建
設
課
長　

農
業
次

世
代
人
材
育
成
資
金
の
関

係
で
年
２
回
は
相
談
会
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で

農
地
の
情
報
提
供
や
就
農

で
相
談
で
き
る
状
況
で
は

な
い
。
も
っ
と
彼
ら
に
寄

り
添
っ
た
支
援
体
制
を
作

る
こ
と
を
求
め
る
。

「
だ
ん
Q
く
ん
の
日
」
を
設

け
全
村
民
で
整
備
し
な
い
か

答答

奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア

質
問　

当
村
が
誇
る
日
本

一
の
河
岸
段
丘
が
竹
や
樹

木
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
放

置
で
き
な
い
課
題
。
ど
ん

な
対
策
を
考
え
る
か
。

産
業
建
設
課
長　

森
林
税

を
使
っ
た
景
観
整
備
や
、

小
規
模
竹
林
整
備
で
は
３

年
間
継
続
補
助
で
き
る
制

度
に
改
め
て
い
る
。

質
問　

ひ
と
つ
の
案
だ
が
、

村
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
だ
ん

Q
く
ん
の
日
」
を
設
け
全

村
民
で
整
備
し
た
ら
ど
う

か
。

産
業
建
設
課
長　

奇
抜
な

ア
イ
デ
ア
。
リ
ニ
ア
時
代

に
向
け
た
大
事
な
課
題
。

地
域
の
盛
り
上
が
り
が
大

切
と
考
え
る
。

村
長　

河
岸
段
丘
の
竹
や

ぶ
の
件
は
以
前
か
ら
考
え

て
い
る
。
先
ず
は
地
域
の

盛
り
上
が
り
が
必
要
で
、

村
も
応
援
す
る
形
が
良
い

と
考
え
る
。

質
問　

む
ろ
ん
地
域
の
協

力
は
必
要
だ
が
、
難
し
い

課
題
は
行
政
が
中
心
で
や

る
必
要
が
あ
る
。

（ １３）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

唐澤 克己 議員

質
問　

わ
が
国
の
水
道
施

設
の
多
く
は
、
１
９
６
０

年
代
か
ら　

年
代
に
建
設

７０

さ
れ
て
お
り
全
面
更
新
を

考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
。

豊
丘
村
の
村
営
水
道
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

環
境
課
長　

全
国
的
な
状

況
と
同
様
で
あ
る
。北
部
、

南
部
、堀
越
長
沢
の
三
つ
の

簡
易
水
道
を
統
合
し
、村
の

上
水
道
事
業
と
し
て
運
営

し
て
い
る
。管
路
の
多
く
は

昭
和　

年
代
に
整
備
さ
れ
、

５０

総
延
長
は
１
２
６
㎞
で
あ

る
。
旧
堀
越
長
沢
簡
易
水

道
の　

㎞
は
耐
震
化
も
含

１６

め
、平
成　

年
か
ら
３
年
か

２３

け
て
敷
設
替
え
が
完
了
し

て
い
る
。残
り
の
管
路
も　
４０

年
を
経
過
し
て
お
り
、敷
設

替
え
が
必
要
だ
。

質
問　

今
後
全
面
更
新
を

進
め
て
い
く
た
め
の
費
用

は
ど
の
く
ら
い
か
。

環
境
課
長　

今
後
必
要
な

約
１
０
９
㎞
の
管
路
更
新

に
は
、
実
施
済
の
旧
堀
越

長
沢
簡
易
水
道
の
例
を
参

考
に
す
る
と
約　

億
円
か

２７

か
る
。
給
水
も
含
め
る
と

村営水道に関する課題と その対策について
答答 　 老朽化対策に費用と 年数を 要するが計画的に対処

費
用
は
更
に
増
え
る
。
こ

れ
は
、
管
路
の
み
の
試
算

で
、
浄
水
場
や
配
水
池
の

試
算
は
こ
れ
か
ら
だ
。
財

源
は
国
の
補
助
金
や
起
債
、

水
道
料
等
で
あ
る
。

質
問　

更
新
の
工
事
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

環
境
課
長　

現
在
、
経
営

戦
略
や
資
産
管
理
計
画
な

ど
来
年
の
２
月
頃
を
目
途

に
立
案
中
で
あ
る
。
管
路

の
更
新
作
業
の
着
手
は
、

早
け
れ
ば
令
和
３
年
頃
に

な
り
そ
う
だ
。
管
路
の
更

新
が
完
了
す
る
に
は　

年
２５

ほ
ど
か
か
り
、
管
路
更
新

木
門
井
水
路
の
抜
本
的

な
改
修
に
つ
い
て

答答

補
助
事
業
に
は
将
来
展
望
が

質
問　

今
ま
で
応
急
的
な

改
修
を
重
ね
て
き
た
木
門

井
水
路
も
、
近
年
通
過
地

の
荒
廃
に
加
え
、
水
路
素

材
の
老
朽
化
が
顕
著
に
な

り
、
い
よ
い
よ
管
理
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

の
た
め
抜
本
的
な
改
修
が

必
要
と
さ
れ
る
。
村
に
は

「
多
面
的
機
能
支
払
事
業
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
、
木

門
井
水
路
も
、
資
材
支
給

等
で
支
援
を
受
け
て
き
た
。

こ
の
制
度
の
村
全
体
で
の

補
助
金
総
額
は
い
く
ら
で
、

地
域
別
の
配
分
基
準
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
こ
の
制
度
は
い
つ
ま

で
続
き
、
補
助
金
額
が
今

後
増
え
る
見
通
し
は
あ
る

の
か
。

産
業
建
設
課
長　

農
業
用

水
路
は
受
益
者
が
維
持
管

理
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。

「
多
面
的
機
能
支
払
事
業
」

の
補
助
総
額
は
村
全
体
で

年
２
４
０
０
万
円
ほ
ど

で
、
農
地
の
面
積
で
各
地

域
に
配
分
さ
れ
る
。
こ
の

制
度
は
今
後
５
年
間
存
続

す
る
見
通
し
だ
が
、
補
助

総
額
が
増
え
る
か
ど
う
か

は
不
明
だ
。
他
の
補
助
制

度
と
し
て
「
農
地
耕
作
条

件
整
備
事
業
」
と
い
う
国

の
補
助
事
業
が
あ
る
が
、

採
択
条
件
と
し
て
、
農
業

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積

等
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
他
の
補
助
と
な
る
と

「
村
単
独
事
業
」ぐ
ら
い
だ
。

感
想　

補
助
制
度
に
関
す

る
実
情
が
わ
か
っ
た
が
、

現
時
点
で
は
、
農
業
後
継

者
の
輩
出
な
ど
、
地
域
の

将
来
展
望
が
見
通
せ
な
い

の
で
積
極
的
に
対
応
で
き

ず
苦
慮
し
て
い
る
。
地
域

と
も
更
に
相
談
し
て
み
た

い
。

豊丘村営水道の木門配水池

の
後
は
耐
用
年
数　

年
と

６０

い
わ
れ
る
配
水
池
の
更
新

と
な
る
。

質
問　

水
道
施
設
の
更
新

に
従
事
す
る
技
術
者
確
保

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

環
境
課
長　

現
在
村
指
定

の
水
道
工
事
業
者
は　
３４

社
。
業
者
指
定
は
５
年
ご

と
に
更
新
さ
れ
る
た
め
、

継
続
指
定
に
は
後
継
者
の

育
成
が
不
可
欠
。
技
術
者

不
足
は
な
い
と
思
う
。

要
望　

村
営
水
道
施
設
の

全
面
更
新
は
大
事
業
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

の
体
制
で
お
願
い
し
た
い
。



第 ８８ 号

（ １４）

滝川 利秋 議員

膝つき 合わせて土地利用計画を
答答 　 行政・ 議会・ 地元、三位一体で

質
問　

河
野
区
で
は
地
域

づ
く
り
計
画
を
作
成
中
。

　

村
も
区
も
具
体
的
な
形

で
土
地
利
用
計
画
を
作
っ

て
い
く
難
し
さ
は
理
解
で

き
る
。
ど
ん
な
地
域
に
し

て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
土

地
で
暮
ら
す
人
々
の
幸
せ

な
の
か
、
大
事
な
こ
と
は
、

そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
と
、

真
剣
に
、
膝
を
つ
き
合
わ

せ
て
話
し
合
う
事
で
は
な

い
か
。

村
長　

そ
の

通
り
だ
が
、

行
政
の
み
な

ら
ず
、
議
員

地
元
の
皆
様

の
支
援
を
い

た
だ
き
た
い
。

質
問　

村
内

各
地
で
虫
食

い
的
な
、
業

者
に
よ
る
宅

地
開
発
が
目

に
つ
く
。
集

落

や
地

域

で
、
宅
地
適
地
を
選
定
し

て
村
へ
申
請
、
村
は
認
定

し
、
必
要
な
道
路
等
の
整

備
迄
を
し
、
あ
と
は
業
者

山
間
地
域
の
人
口
減
、対
策
は

答答

宅
地
造
成
、
呼
び
か
け
て
い
る

質
問　

山
間
地
の
人
口
減

少
は
、
村
の
最
重
要
課
題
。

　

解
決
策
が
、
な
か
な
か

見
え
て
こ
な
い
。

　

村
側
だ
け
で
な
く
、
議

会
も
重
要
課
題
と
し
て
捉

え
、
そ
こ
で
真
剣
に
暮
ら

す
人
々
と
膝
を
つ
き
合
わ

着工間近の竜神大橋、 予定地周辺

せ
て
話
し
合
う
事
に
解
決

の
糸
口
が
あ
る
と
思
う
が
。

村
長　

山
間
地
で
の
宅
地

に
丸
投
げ
す
る
。
各
地
域

の
宅
地
開
発
を
、
今
の
土

木
申
請
方
式
の
提
案
を
す

る
。

村
長　

線
引
き
に
つ
な
が

る
。
都
市
計
画
地
域
の
指

定
な
ど
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
意

思
決
定
が
必
要

宅
地
開
発
、土
木
申
請
方
式
を

答答

高
い
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
が
必
要

た
っ
た
1
2
、0
0
0
円
で

村
土
が
守
ら
れ
る

答答

前
向
き
に
考
え
た
い
。

質
問　

山
間
地
で
不
利
な

部
分
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
し
て
い
く
施
策
は
、
行

政
の
重
要
な
仕
事
だ
。

　

そ
の
典
型
が
、
中
山
間

地
域
直
接
支
払
い
だ
。

　

平
成　

年
に
村
内
で
は

１１

５
ヵ
所
で
ス
タ
ー
ト
し
た

国
の
こ
の
制
度
は
、
昨
年

は　

地
区
で
協
定
（
別
表

１２
参
照
）
し
、
面
積　
　

、

４０
ha

４
８
０
万
円
の
補
助
金
で

あ
っ
た
。
一
反
歩
お
よ
そ

１
２
、０
０
０
円
だ
っ
た
。

た
っ
た
１
２
、０
０
０
円
の

補
助
金
が
呼
び
水
と
な
っ

て
、
傾
斜
地
で
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
村
土
を
守
っ
て

く
れ
て
い
る
訳
で
す
。
国

の
直
接
支
払
い
に
村
単
で

上
乗
せ
す
る
様
提
案
し
ま

し
た
ら
、
「
そ
れ
な
ら
何

と
か
で
き
る
」
と
回
答
を

頂
い
た
、
実
施
に
向
け
取

り
組
み
を
。

村
長　

前
向
き
に
考
え
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
。

意
見　

地
方
交
付
税
算
定

基
準
に
農
地
が
あ
る
。
自

然
環
境
を
守
る
た
め
に
も
。

造
成
を
以
前
か
ら
呼
び
か

け
て
い
る
。
地
元
の
皆
さ

ん
と
話
し
合
い
な
が
ら
１

つ
１
つ
進
め
た
い
。

金額（ 円）面積（ ha）地　 　 区

４６９,１９０２.８切 山 沢

２４７,１７６１.３横 山

４４６,０１５２.３山 田

３１３,８０７１.９柳 久 保

６００,７０５２.９柏 原

４４４,３６７２.２本村前田

２２５,８４６２.８滝 川

８５,８９２３.１東

２１１,４９５７.５南 平

１,０１７,１０８９.５大 池 原

５２３,８１３３.３芦 川

２１６,７２０１.０源 道 地

４,８０２,１３４４０.６合 計

平成３０年度中山間地域直接支払交付金

（ １５）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

平澤 恒雄 議員

液体ミ ルク を災害備蓄品に
答答 　 近々の備蓄品更新時に購入し たい

質
問　

液
体
ミ
ル
ク
は
、

日
本
で
も
今
春
か
ら
製
造

販
売
が
始
ま
っ
た
。
粉
ミ
ル

ク
と
同
じ
成
分
を
、液
体
状

に
し
て
滅
菌
パ
ッ
ク
し
た

も
の
だ
が
、村
は
ど
の
よ

う
な
評
価
を
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

常
温
保
存
が

で
き
、
お
湯
に
溶
か
し
て

冷
ま
す
必
要
が
な
い
。
お

湯
が
使
え
な
い
災
害
時
の

備
え
に
適
し
て
い
る
。

質
問　

大
阪
府
箕
面
市
で

は
今
年
度
か
ら
備
蓄
品
に

加
え
た
。
村
で
は
年
間　
４０

人
ほ
ど
が
誕
生
す
る
。
当

村
で
も
備
蓄
品
に
加
え
た

ら
ど
う
か
。

村
長　

０
歳
児
の
避
難
を

考
え
る
と
、
１
日
に
２
４

０
悪
缶
が
１
０
０
本
程
度

必
要
。
近
々
の
乾
パ
ン
備

蓄
品
の
更
新
時
期
に
合
わ

せ
た
購
入
を
考
え
る
。

小園地区の防災行政無線の子局

受信アンテナと 拡声器

学
校
避
難
所
へ
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

答答

ま
ず
簡
易
ト
イ
レ
や
携
帯
ト
イ
レ
を
検
討

質
問　

文
科
省
で
は
避
難

所
と
な
る
学
校
に
、
断
水

で
も
使
え
る
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
を
勧
め
て
い
る
。

教
育
長　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
は
埋
設
工
事
費
が
多

質
問　

家
の
中
で
は
防
災

無
線
が
聞
こ
え
に
く
い
。

豊
丘
有
線
放
送
に
未
加
入

の
３
９
９
世
帯
が
、
屋
内

で
防
災
情
報
を
聞
く
手
段

は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

有
線
放
送
へ

の
加
入
を
原
則
と
し
て
お

り
、
防
災
無
線
を
傍
受
す

る
個
別
受
信
機
の
設
置
は

行
な
っ
て
い
な
い
。

質
問　

有
線
は
加
入
金
２

万
円
と
月
額
使
用
料
２
０

０
０
円
が
か
か
り
、
有
線

テ
レ
ビ
を
使
わ
ず
音
声
告

知
端
末
だ
け
の
使
用
で
は

高
額
と
な
る
。
防
災
ラ
ジ

オ
か
個
別
受
信
機
を
貸
し

出
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長　

有
線
テ
レ
ビ
未
加

入
世
帯
へ
の
防
災
情
報
の

伝
達
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。
飯
田
市
で
導
入
し
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
ア

プ
リ
を
考
え
て
い
る
。

防
災
ラ
ジ
オ
で
確
実
な
情
報
伝
達
を

答答

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
ア

プ
リ
を
検
討

質
問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後

発
）
医
薬
品
を
使
用
す
る

こ
と
が
、
村
の
医
療
費
に

ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の

か
。

健
康
福
祉
課
長　

村
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
使
用
率
は

　

％
で
、
国
保
の
薬
代
が

８３年
間
８
０
０
０
万
円
。

も
し
全
て
が
新
薬
だ
と
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
シ
ー
ル
の
配
布
を

答答

保
険
証
交
付
で
の
同
時
配

布
を
検
討
す
る

る
と
、
１
億
２
３
０
０
万

円
に
な
る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
を
使
う
こ
と
で
４
３
０

０
万
円
削
減
し
て
い
る
。

質
問　

保
険
証
に
貼
る

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
を
、
国
保
加
入

世
帯
に
配
っ
た
ら
ど
う
か
。

村
長　

前
回
配
布
か
ら
５

年
経
つ
。
来
年
度
配
布
を

検
討
す
る
。

額
。
ま
ず
は
簡
易
ト
イ
レ

や
携
帯
ト
イ
レ
の
導
入
を

検
討
す
る
。



第 ８８ 号

（ １６）

前沢 光昭 議員

村内橋梁の老朽化と 補修点検について
答答 　 早期に何ら かの改修必要なも のは１８橋

質
問　

以
前
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
以
前
に
作
ら
れ

た
全
国
の
道
路
、
橋
梁
は

老
朽
化
し
て
い
っ
せ
い
に

改
修
、
補
修
の
時
期
を
迎

え
て
い
る
。
小
規
模
町
村

ほ
ど
深
刻
。

　

冬
場
の
塩
カ
ル
な
ど
の

使
用
も
あ
り
橋
梁
の
傷
み

が
早
い
の
も
実
情
。
河
川
、

井
水
の
作
業
、
ゴ
ミ
出
し

な
ど
で
思
わ
ぬ
傷
み
を
発

見
す
る
こ
と
も
あ
る
。

点
検
状
況
や
問
題
点
は
。

産
業
建
設
課
長　

村
内
橋

梁
は
１
５
２
橋
、状
況
は
健

全
が　

、
予
防
保
全
が　

、

４６

８３

早
期
措
置
が　

。
緊
急
措

１８

置
は
０
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

虻
川
大
橋
の
よ
う

な
規
模
の
大
き
な
橋
は
点

検
も
難
し
く
経
費
も
か
か

る
。
今
後
の
長
期
的
計
画

は
ど
う
す
る
か
。
利
用
頻

度
の
少
な
い
橋
で
廃
止
す

る
も
の
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
課
長　

修
繕
計

画
を
徐
々
に
や
っ
て
い
く
。

廃
止
対
象
の
橋
は
な
い
。

村
長　

点
検
結
果
と
利
用

頻
度
を
考
慮
し
な
が
ら
計

画
的
に
修
繕
す
る
こ
と
が

村
の
義
務
と
思
っ
て
い
る
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い
て

質
問　

聴
力
が
規
定
以
下

で
障
が
い
の
認
定
を
受
け

れ
ば
障
が
い
者
手
帳
交
付

と
な
り
、
国
の
制
度
に
よ

り
補
聴
器
の
購
入
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

加
齢
に
よ
る
難
聴
の
高

齢
者
が
増
え
る
に
し
た
が
っ

て
増
え
て
き
た
。
し
か
し
、

障
が
い
認
定
は
規
定
以
下

だ
と
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
規
定
は
７
０
デ
ジ

ベ
ル
未
満
が
聞
こ
え
な
い
。

高
度
難
聴
と
い
っ
て
、
普

通
の
会
話
が
ま
っ
た
く
聞

こ
え
な
い
レ
ベ
ル
で
す
。
放

置
す
る
と
認
知
症
に
も
つ

な
が
り
、
生
活
の
質
も
落

ち
る
こ
と
が
専
門
家
か
ら

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
加

齢
に
よ
る
難
聴
者
に
も
購

入
補
助
制
度
を
つ
く
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
全
国
で

も
県
内
で
も
購
入
補
助
が

増
え
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
長　

現
在
は

障
が
い
者
手
帳
交
付
、
専

門
家
の
判
定
で
行
っ
て
い

る
。
村
単
独
で
と
い
う
事

に
な
る
と
基
準
が
曖
昧
に

な
る
し
、
現
状
で
は
難
し

い
。
近
隣
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

難聴のレベル
　 聴力の度合いによっ て難聴の程度は分類さ れます。 難聴の程度は、音の大きさ（ dB）

を 目安にし て「 軽度難聴」「 中等度難聴」「 高度難聴」「 重度難聴」 の４ つのレ ベルに

分類さ れます。

自覚内容聴力レベル（ dB）
難聴の程度

分類

−２５dB未満正 常

小さ な音や騒音がある中での会話の聞き
間違いや、 聞き取り にく さ を感じ る

２５ dB以上４０ dB未満軽 度 難 聴

普通の大きさ の会話での聞き間違いや聞
き 取り にく さ を感じ る

４０ dB以上７０ dB未満中等度難聴

非常に大き い声か、 補聴器を装用し ない
と 会話が聞こ えない。 聞こ えても 聞き取
り に限界がある。

７０ dB以上９０ dB未満高 度 難 聴

補聴器でも 聞き取れないこ と が多い９０ dB以上重 度 難 聴

（ １７）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

片桐 忠彦 議員

都市計画区域導入の目的は
答答 　 具体的事業はないが将来を 見据え、県の指導も

質
問　

令
和
２
年
度
か
ら

都
市
計
画
導
入
に
向
け
た

基
礎
調
査
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
都
市
計
画
導
入
と

は
、
都
市
計
画
区
域
の
網

を
掛
け
る
と
い
う
事
に
な

る
が
、
そ
の
目
的
は
何
か
。

　

ま
た
具
体
的
な
都
市
計

画
事
業
を
伺
い
た
い
。

村
長　

将
来
に
向
け
て
必

要
だ
ろ
う
と
、
知
事
か
ら

も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
詳

し
く
は
総
務
課
長
か
ら
。

総
務
課
長　

都
市
計
画
区

域
を
導
入
し
ま
す
と
、
村

と
し
て
総
合
的
に
整
備
や

開
発
、
保
全
す
る
必
要
が

有
る
区
域
を
定
め
ら
れ
、

建
築
確
認
申
請
、
開
発
許

可
申
請
等
強
い
規
制
が
か

か
る
よ
う
に
な
る
。
農
村

部
で
は
不
都
合
を
感
じ
る

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
心

配
も
さ
れ
る
が
リ
ニ
ア
開

業
、
三
遠
南
信
道
開
通
を

見
据
え
る
と
無
秩
序
な
開

発
行
為
抑
制
の
た
め
に
も
、

検
討
す
る
時
期
が
来
て
い

る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的

に
こ
う
い
う
事
業
を
し
よ

う
と
い
う
計
画
は
な
い
。

要
望　

強
い
制
限
、
そ
れ

が
村
民
に
と
っ
て
い
い
の

か
悪
い
の
か
判
断
も
大
事

虻川堤防道路　 朝夕の利用がめだつ

県
道
か
ら
一
貫
道
路
へ
の

道
路
整
備
必
要

答答

必
要
性
は
分
か
る
が
住
宅

が
あ
り
難
し
い

質
問　

こ
れ
か
ら
の
新
た

な
豊
丘
村
の
南
北
新
幹
線

は
、
架
橋
に
よ
っ
て
名
実

共
に
竜
東
一
貫
道
路
と
な

る
、
村
内
の
東
西
幹
線
と

竜
東
一
貫
道
路
と
の
接
続

を
ど
の
よ
う
に
し
、ス
ム
ー

ズ
な
交
通
体
系
を
確
立
す

る
か
対
応
必
要
。

　

今
ま
で
は
、
県
道
が
南

北
の
幹
線
道
路
と
な
っ
て

い
た
。
よ
っ
て
村
内
す
べ

て
の
東
西
幹
線
道
路
は
県

道
に
タ
ッ
チ
さ
せ
る
道
路

体
系
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

ぼ
す
べ
て
が
Ｔ
字
で
県
道

に
タ
ッ
チ
し
て
い
る
。
県

道
を
横
切
っ
て
竜
東
一
貫

道
路
に
出
ら
れ
る
様
な
十

字
路
の
構
造
と
は
な
っ
て

い
な
い
。

　

県
道
と
竜
東
一
貫
道
路

を
つ
な
ぐ
幹
線
も
、
県
道

で
Ｔ
の
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

村
内
の
東
西
幹
線
道
路

や
利
用
頻
度
が
高
い
が
、

県
道
で
Ｔ
字
で
止
ま
っ
て

い
る
道
路
、
こ
れ
を
竜
東

一
貫
道
路
に
ど
の
よ
う
に

接
続
さ
せ
る
か
、
考
え
て

い
く
必
要
が
有
る
。
竜
東

一
貫
道
路
に
出
や
す
く
な

れ
ば
、
竜
東
一
貫
道
路
沿

い
に
有
る
施
設
を
利
用
し

や
す
く
な
る
。

　

ま
た
、
虻
川
の
堤
防
道

路
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ

る
。
し
か
し
、ガ
ー
ド
レ
ー

ル
も
な
く
、
県
道
の
交
差

点
も
見
通
し
が
悪
く
大
変

危
険
。
対
応
必
要
。

と
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
村
民
負
担
も
絡

ん
で
く
る
の
で
、
十
分
な

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

村
長　

伴
野
の
堤
防
道
路

は
、
危
険
な
道
路
と
か
ね

て
よ
り
言
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
家
屋
移
転
、
用
地

補
償
等
の
課
題
が
大
き
く
、

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
今

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
リ

ニ
ア
開
業
や
竜
神
大
橋
開

通
を
見
据
え
将
来
の
事
を

考
え
れ
ば
、
必
ず
問
題
と

な
る
だ
ろ
う
。

　

伴
野
原
に
サ
ク
ラ
ン
ボ

農
園
な
ん
か
も
で
き
、
大

型
バ
ス
が
福
島
線
を
何
回

も
切
り
返
し
て
出
て
行
っ

た
り
、
リ
ニ
ア
工
事
に
お

き
ま
し
て
も
出

口
の
所
が
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
使

え
な
い
状
況
も

あ
る
。
将
来
的

に
も
改
良
の
必

要
の
あ
る
所
と

感
じ
て
い
る
。

要
望　

下
段
は

住
宅
が
道
路
沿

い
に
立
ち
並
ん

で
い
て
、
事
業

費
も
か
か
り
厳

し
い
、そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
で
は
、

都
市
計
画
の
導
入
も
、
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

堤
防
道
路
の
み
な
ら
ず
、

黒
谷
線
な
ん
か
も
、
観
光

の
方
と
か
松
川
Ｉ
Ｃ
へ
向

か
う
に
は
、
北
小
か
ら
左

折
し
て
い
け
ば
早
い
が
、

飯
田
に
向
か
う
と
き
は
、

県
道
を
走
り
、
田
村
の
信

号
ま
で
行
き
曲
が
る
。
バ

イ
パ
ス
機
能
が
有
る
竜
東

一
貫
道
路
で
あ
り
な
が
ら
、

１
／
３
の
距
離
を
旧
道
を

走
る
こ
と
に
な
る
。
せ
っ

か
く
の
道
路
生
き
て
こ
な

い
。
検
討
さ
れ
た
い
。



第 ８８ 号

（ １８）

終日開放（ ７ ～８ 月）

壬生眞由美 議員

答答

本山残土置き場造成工事の安全性の検証は

保育園七夕まつり 三園合同開催
の経緯は

答答
負担軽減・ 花火を 楽し めるこ
と 。職員が提案

質
問　

本
山
発
生
土
置
き

場
計
画
に
つ
い
て
『
Ｊ
Ｒ

の
機
能
強
化
で
安
全
性
を

承
知
』
発
言
の
根
拠
は
。

総
務
課
長　

Ｊ
Ｒ
の
技
術

者
が
基
準
に
基
づ
き
設
計
。

説
明
で
安
全
性
を
認
識
。村

で
は
判
断
で
き
る
技
術
者

が
い
な
い
。県
や
国
の
専
門

家
を
交
え
た
機
関
の
判
断

で
更
に
安
全
性
を
認
識
。

質
問　

一
般
住
民
が
自
由

に
発
言
で
き
る
説
明
会
が

ま
だ
、必
要
と
考
え
る
が
。

村
長　

リ
ニ
ア
対
策
室
に

意
見
を
寄
せ
て
頂
け
れ
ば

個
々
に
対
応
す
る
。
Ｊ
Ｒ

の
説
明
は
手
順
を
踏
ん
で

適
切
と
考
え
る
。

本
山
残
土
計
画
に
つ
い
て

の
疑
問
と
要
望

質
問　

獣
害
対
策
防
護
柵

の
設
置
効
果
は
。

産
業
建
設
課
長　

シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
は
設

置
前
８
０
０
～
９
０
０

頭
。
設
置
後
１
／
４
に
減

少
。

質
問　

野
田
平
キ
ャ
ン
プ

場
の
利
用
状
況
は
？

産
業
建
設
課
長　

二
年
間

キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
防
護
柵
扉

の
管
理
は

答答

７
・
８
月
は
終
日
開
放

質
問　

各
園
開
催
か
ら
合

同
開
催
５
回
目
だ
が
、
そ

の
経
緯
と
効
果
は
？

こ
ど
も
課
長　

当
日
の
役

員
の
負
担
や
催
し
に
向
け

た
園
児
の
練
習
や
制
作
の

負
担
軽
減
。
全
て
の
親
子

が
一
緒
に
花
火
を
楽
し
め

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
職

員
が
提
案
。
保
護
者
会
と

協
議
し
て
平
成　

年
度
か

２７

ら
実
施
。
当
時
は
、
各
園

開
催
希
望
が
少
数
だ
が

あ
っ
た
。
今
年
の
大
多
数

は
『
子
ど
も
が
笑
顔
で
楽

し
そ
う
』
と
い
う
意
見
で
、

各
園
開
催
希
望
は
無
い
。

質
問　

各
園
で
は
い
つ
も

の
お
友
だ
ち
と
一
緒
。
保

護
者
も
子
ど
も
に
目
を
配

り
な
が
ら
交
流
で
き
る
。

地
元
の
保
育
園
で
七
夕
祭

り
が
開
催
さ
れ
ず
悲
し
が

る
お
年
寄
り
の
声
も
聞
く

が
。

こ
ど
も
課
長　

や
り
方
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。
保
護

者
の
要
望
も
加
味
し
、
こ

ど
も
が
楽
し
め
る
も
の
に

し
て
い
き
た
い
。

答答 　 Ｊ Ｒ の説明で安全性を認識。ご意見は個々に対応する

『 本山発生土置き 場計画の安全性を 承知』の根拠は。説明会がまだ必要ではないか。

①
盛
土
の
二
層
構
造

②
同
時
に
設
置
さ
れ
る
補

助
排
水
管
の
性
能
劣
化
は

本
管
と
同
時
に
起
こ
る
。

③
管
理
の
目
途
と
す
る　
３０

年
後
の
方
が
危
険
。

④
下
條
村
の
谷
埋
め
盛
土

は
利
用
目
的
が
あ
り
、

　
　

、
高
さ　

～　

ｍ
、盛

９.３
ha

１５

２５

土
量
１
０
０
万

㎥
。
中
川

村
半
の
沢
は
高
さ　

ｍ
、　

４０

５３

万
㎥
で
上
部
は
県
道
と
し

て
管
理
。本
山
は
埋
め
る
た

め
の
盛
土
で
１
３
０
万
㎥
、

　
　

、
高
さ　

～　

ｍ
。通

８.５
ha

２５

５０

常
時
の
人
目
が
な
い
。

⑤
施
設
追
加
は
、
当
初
計

画
が
不
十
分
で
あ
る
証
。

疑
問
を
Ｊ
Ｒ
に
つ
な
ぐ
と

と
も
に
村
も
情
報
を
共
有

し
諸
問
題
へ
対
応
す
べ
き
。

の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
い
。

４
月　

日
～
８
月
末
日
現

２９

在　

組
４
１
２
名
。
休
業

３７
前
と
比
べ
て
７
～
８
割
減
。

質
問　

７
・
８
月
の
キ
ャ

ン
プ
場
へ
の
獣
害
防
護
柵

扉
の
管
理
は
。

産
業
建
設
課
長　

利
用
客

の
利
便
の
た
め
終
日
開
放
。

対
策
と
し
て
門
扉
か
ら
野

田
平
側
の
道
沿
い
に
返
し

と
し
て
３
０
０
ｍ
程
フ
ェ

ン
ス
を
延
長
し
て
い
る
。

地
域
振
興
局
林
務
課
よ
り

『
１
ヵ
所
で
も
、
終
日
開
放

は
問
題
。』

要
望　

豚
コ
レ
ラ
対
策
・
狩

猟
・
茸
山
・
観
光
等
、
各
事
業

相
互
で
の
共
通
認
識
を
。

（ １９）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

佐原地区ダーチャ への取り 組み

片桐 義憲 議員

答答

本山残土置き場造成工事の安全性の検証は

質
問　

後
期
計
画
２
年
目

に
あ
た
り
、
見
直
し
や
、

修
正
の
考
え
方
、
実
施
に

む
け
た
決
意
を
伺
う
。

村
長　

基
本
計
画
本
体
を

見
直
す
こ
と
は
通
常
は
し

な
い
が
、計
画
推
進
の
た
め

に
毎
年
見
直
し
を
か
け
て

い
る
。

　

今
年
度
は
、６
次
産
業

化
の
推
進
に
意
を
用
い
た

り
、
都
市
計
画
区
域
導
入

の
検
討
開
始
な
ど
修
正
を

加
え
た
。
今
後
は
、
ダ
ー

チ
ャ
事
業
の
推
進
な
ど
、新

た
に
盛
り
込
む
予
定
で
あ

る
。

　

職
員
、
各
課
一
丸
と
な

り
、
ま
た
、議
会
や
村
民
の

意
見
を
聞
く
中
、着
実
な
推

進
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

地
区
計
画
推
進
の

た
め
、
村
の
財
源
措
置
な

ど
、
支
援
と
充
実
の
必
要

性
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

地
区
計
画
推
進
の

た
め
に
、
村
の
財
政
支
援

は
、
必
要
、
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
、
各
種

助
成
や
交
付
金
な
ど
で
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
、

質
問　

災
害
時
の
相
互
応

援
協
定
の
締
結
件
数
の
推

移
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
課
長　

平
成
８
年
に

長
野
県
市
町
村
災
害
時
相

互
応
援
協
定
が
締
結
さ
れ

た
の
を
皮
切
り
に
現
在
で

は
、
市
町
村
間
で
３
協
定
、

民
官
と
は　

協
定
と
な
っ

３６

て
い
る
。
内
容
は
、消
防
、

防
災
、
医
療
。
応
急
土
木
、

災
害
対
応
用
資
機
材
の
調

達
。
燃
料
や
食
料
品
、
日

用
品
の
調
達
。
要
支
援
者

の
輸
送
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。

質
問　

消
防
団
を
取
り
巻

く
状
況
変
化
が
あ
る
中
、

団
組
織
の
二
重
構
造
化
に

対
す
る
考
え
と
、機
能
低
下

を
補
完
す
る
た
め
の
、自
主

消
防
組
織
の
活
動
支
援
に

対
す
る
考
え
方
を
伺
う
。

総
務
課
長　

近
隣
町
村
と

の
連
携
や
情
報
の
共
有
の

た
め
地
区
班
の
活
動
参
加

は
不
可
欠
と
思
う
が
、
協

会
メ
イ
ン
事
業
の
ポ
ン
プ

操
法
大
会
は
、
不
参
加
の

町
村
も
あ
り
、
今
後
の
大

き
な
論
点
で
あ
る
。
活
動

し
や
す
い
組
織
づ
く
り
に

努
め
て
い
く
。

　

団
員
の
減
少
に
伴
う
、

消
防
力
低
下
を
補
完
す
る

自
主
消
防
は
非
常
に
心
強

く
、
重
要
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
で
あ
る
。
引

き
続
き
活
動
支
援
や
、
未

防
災
、減
災
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
重
要

答答

自
主
消
防
組
織
は
重
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

答答 　 職員、各係一丸と なり 着実な推進に努める

後期計画着実な実施に向けての決意は

様
々
な
地
域
提
案
事
業
に

対
し
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

最
近
で
は
、
自
治
会
合

併
な
ど
で
不
用
と
な
っ
た

集
会
所
解
体
工
事
に
つ
い

組
織
地
区
へ
の
拡
大
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
と
思
っ

て
い
る
。

要
望　

日
赤
奉
仕
団
に
お

い
て
は
、
退
団
、
休
団
の
地

域
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し

災
害
時
の
緊
急
炊
き
出
し

な
ど
、地
区
防
災
の
重
要
な

位
置
付
け
と
し
て
活
動
を

お
願
い
し
て
い
る
地
域
が

て
も
助
成
対
象
と
し
た
。

今
後
も
地
域
と
相
談
し
、

必
要
な
支
援
策
を
講
じ
て

い
く
。

あ
る
。

　

奉
仕
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
み
な
ら
ず
、重
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一

役
を
担
っ
て
頂
い
て
い
る

実
状
を
認
識
し
、団
員
の
負

担
軽
減
に
向
け
、上
部
組
織

と
の
関
係
の
見
直
し
や
、役

員
の
皆
様
の
処
遇
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
願
う
。



第 ８８ 号

（ ２０）

井原 康明 議員

調査対象区域になっ たが防疫対応は
答答 　２００万円の助成を組み、万全を期す

地区敬老会に補助の増額を

答答 今年の実施状況から 検討し たい

質
問　

６
月
補
正
で　

万
４０

円
増
額
し
た
そ
の
後
の
防

疫
状
況
は
。

産
業
建
設
課
長　

前
回　
４０

万
円
の
補
正
は
、
業
者
が

事
業
を
辞
め
た
た
め
使
用

は
無
か
っ
た
。
そ
の
後
、

緊
急
助
成
１
６
０
万
円
を

組
み
、
他
の
養
豚
場
へ
の

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
及
び
拡

散
防
止
の
対
応
を
行
う
。

質
問　

庁
舎
入
口
に
、
防

疫
目
的
の
消
毒
マ
ッ
ト
が

あ
る
が
、
他
の
森
林
組
合

な
ど
、
茸
な
ど
の
持
込
み

場
所
に
も
協
力
や
注
意
喚

起
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長　

当
然
協

力
は
お
願
い
す
る
。
一
部

の
区
民
会
館
な
ど
に
も
消

毒
マ
ッ
ト
を
置
く
な
ど
、

茸
採
り
の
入
山
者
や
、
村

民
の
方
々
に
も
防
疫
及
び

消
毒
の
協
力
を
お
願
い
す

る
。

質
問　

各
地
区
と
も
高
齢

化
が
進
む
中
、
土
木
事
業

は
ま
す
ま
す
大
変
で
あ
る

た
め
、
資
材
支
給
を
で
き

る
だ
け
や
め
、
村
の
事
業

と
し
て
行
う
考
え
は
。

産
業
建
設
課
長　

現
在
の

方
法
は
各
地
区
か
ら
の
要

望
な
ど
改
善
を
重
ね
る
中

質
問　

敬
老
会
に
は
村
の

補
助
が
あ
る
が
、
役
員
の

準
備
も
大
変
な
こ
と
か
ら
、

補
助
の
増
額
は
で
き
な
い

か
。

健
康
福
祉
課
長　

今
年
の

実
施
状
況
か
ら
検
討
を
し

て
み
る
。
各
区
長
さ
ん
に

も
意
見
を
頂
く
。

道路改良が待たれる、 危険な佐原線交差点

危
険
な
交
差
点
か
ら
工
事
が

で
き
な
い
か

答答

村
と
し
て
も
前
向
き
に
検

討
し
た
い

質
問　

現
在
佐
原
線
の
道

路
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
次
の
工
事
予
定

の
様
子
は
ど
の
様
か
。

産
業
建
設
課
長　

今
の
と

こ
ろ
、
令
和
３
年
末
の
３

月
頃
完
了
し
、
そ
の
後
の

工
事
と
し
て
、
慈
恵
園
入

口
か
ら
、
広
域
農
道
の
交

差
点
ま
で
の
予
定
だ
。

質
問　

佐
原
線
の
拡
幅
工

事
は
、
完
成
す
れ
ば
非
常

に
利
便
性
が
上
が
る
が
、

そ
れ
に
伴
い
今
で
も
交
通

量
が
多
く
、
さ
ら
に
多
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、交
差
点
の
構
造
か
ら

見
通
し
が
悪
く
、大
変
危
険

な
場
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
工
区
に
つ
い
て
は
、

危
険
な
交
差
点
か
ら
工
事

の
着
手
が
で
き
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長　

村
と
し

て
も
、
情
報
は
頂
い
て
お

り
、
危
惧
し
て
い
る
。
で

き
る
事
な
ら
そ
の
様
に
し

た
く
、
今
後
に
お
い
て
検

討
を
し
て
い
く
。

資
材
支
給
を
や
め
て
村
事

業
で
で
き
な
い
か

答答

今
の
と
こ
ろ
現
状
方
法
で

対
応
す
る

で
の
方
法
で
、
評
価
も
い

た
だ
く
中
で
、
今
後
も
継

続
し
た
い
。

質
問　

今
後
に
お
い
て
各

地
区
か
ら
も
意
見
集
約
が

で
き
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長　

土
木
懇

談
会
な
ど
で
意
見
を
聞
く
。

（ ２１）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

　

９
月
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
た
、
８

月
３
日
の
豪
雨
災
害
現
場
２
ヵ
所
と
、よ
う
や
く
工
事

の
見
通
し
が
つ
い
た
壬
生
沢
南
沢
の
治
山
事
業
（
国
土

強
靱
化
事
業
で
交
付
税
措
置　

％
）
、牛
草
川
の
整
備
事

７０

業
（
森
林
税
を
活
用
し
た
県
河
畔
林
整
備
事
業
）の
現
場

視
察
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、付
託
さ
れ
て
い
た
議
案
（
消
防
団
員
の
任
免
に

関
す
る
条
例
）と
陳
情
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

８.３ 豪雨災害現場を視察
− 木落胡桃沢線・ 農地災害を補正−

総 務 産 建 委 員 会 報 告 委員長　 滝川　 利秋

壬
生
沢
南
沢
・
牛
草
川
も
着
手

　

８
月
３
日
の
豪
雨
に
よ

り
災
害
を
受
け
た
村
道
木

落
胡
桃
沢
線
（
中
平
）
と
、

水
田
の
農
地
災
害
（
長
沢
）

を
受
け
た
現
場
を
視
察
、

９
月
補
正
で
予
算
付
け
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
２
年
前
突
然
の

崩
落
で
長
い

間
不
便
を
か

け
て
き
た
壬

生
沢
南
沢
の

治

山

工

事

も
、
よ
う
や

く
工
事
着
工

の
め
ど
が
つ

い
た
こ
と
か

ら
、
９
月
補

正
で
計
上
、

現
場
視
察
を

行
っ
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
元

か
ら
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
牛
草
川
の
整
備
事
業
が
、

県
単
河
畔
林
整
備
事
業
と

し
て
５
０
０
万
円
（
幅　
１０

m
×
長
さ
７
０
０
m
）
の

予
算
の
範
囲
内
で
の
間
伐

予
定
地
を
視
察
し
た
。

消
防
団
員
の
任
免
条
例
審
査
は

「
６
ヵ
月
以
上
…
…
」
で
議
論

壬生沢南沢の崩落現場を視察する委員

陳
情
者

　

五
味
真
吾
さ
ん
（
代
表
）

　

他
６
名

内
容

　

果
樹
を
中
心
に
カ
ラ
ス

の
被
害
が
甚
大
な
た
め
、

①
カ
ラ
ス
の
檻
を
村
内
へ

設
置
。
②
駆
除
及
び
処
分

は
、
村
猟
友
会
へ
依
頼
と

予
算
計
上
を
。
③
有
害
鳥

獣
処
分
場
を
適
地
に
設
置
。

審
査
結
果

　

附
帯
条
項
を
つ
け
て
の

趣
旨
採
択
（
賛
成
５
、
反

対
１
）

※
附
帯
条
項　

今
回
の
陳

状
内
容
を
全
村
的
な
問

題
と
し
て
取
り
上
げ
、

議
会
、
村
当
局
、
そ
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
早
急
に
関
係
者
と

の
懇
談
会
や
先
進
地
視

察
、
近
隣
町
村
の
状
況

調
査
等
を
実
施
し
て
問

題
解
決
に
向
け
て
検
討

を
始
め
る
こ
と
。

内
容

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権

利
に
係
る
整
備
法
が
成
立

し
、
そ
れ
に
伴
う
関
連
法

の
改
正
で
、
消
防
団
条
例

の
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
。

当
村
に
は
こ
れ
ま
で
欠
格

条
項
・
分
限
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
た
に
追
加

改
正
す
る
も
の
。

質
疑

Ｑ　

条
例
改
正
の
趣
旨
は

理
解
す
る
が
、
新
た
に
追

加
さ
れ
る
欠
格
条
項
の

「
６
ヵ
月
以
上
居
住
地
を

離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
を

常
と
す
る
者
」
は
、
団
員

確
保
が
ま
す
ま
す
困
難
に

な
る
の
で
は
。

Ａ　

団
員
の
身
分
は
非
常

勤
特
別
職
で
あ
る
が
、
地

方
公
務
員
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
地
方
公
務

員
法
に
基
づ
い
て
規
定
す

る
こ
と
が
適
切
。
ま
た
、

団
員
の
任
用
規
定
で
は
、

「
団
長
が
特
に
必
要
と
認
め

た
者
」
と
し
て
、
今
ま
で

同
様
に
出
張
・
研
修
な
ど

で
離
れ
て
も
団
員
と
し
て

認
め
ら
れ
る
。

審
査
結
果

　

可
決

　

（
賛
成
５
、
反
対
１
）

カ
ラ
ス
駆
除
の
陳
情
は

附
帯
条
項
つ
け
て
趣
旨
採
択

 議員の意志表示一覧表 （ 全員賛成除く ）

＜令和元年９ 月　 第３ 回 定例会＞　 　 　 ○…賛成　 ▼…反対

松
下　

亨

前
沢
光
昭

川
野
孝
子

片
桐
義
憲

井
原
康
明

吉
川
明
博

唐
澤　

健

片
桐
忠
彦

平
澤
恒
雄

滝
川
利
秋

唐
澤
克
己

壬
生
眞
由
美

武
田
篤
子

審
議
結
果

件　 　 　 　 　 名

○○○○○▼○○○○○○○

附
帯
条
項
付
き

趣
旨
採
択

カラ ス駆除に関する陳
情について

陳　

情



第 ８８ 号

（ ２２）

本山発生土置き 場
工事計画学習会を開催

リ ニ ア 特 別 委 員 会 報 告 委員長　 片桐　 忠彦

　

計
画
概
要
は
、
面
積
約

　
　

、
盛
土
量
約
１
３
０

８.５
ha

万
㎥
、
最
大
盛
土
高
約　
５０

ｍ
、
盛
土
勾
配
１
対　

（
水

２.３

平　

ｍ
に
対
し
１
ｍ
盛
る

２.３
計
算
）
盛
土
方
法
は
、
高

さ
５
ｍ
盛
る
毎
に　

ｍ
の

１.５

小
段
を
設
け
、　

ｍ
盛
る

２０

毎
に
大
き
な
小
段
を
作
る
。

ま
た
盛
り
土
中
央
地
表
面

に
は
、
表
流
水
を
流
す
開

水
路
を
設
け
、
そ
の
脇
に

は
管
理
道
路
も
設
置
す
る
。

今
回
新
た
な
内
容
と
し
て
、

盛
り
土
エ
リ
ア
に
流
入
す

る
沢
に
治
山
ダ
ム
の
設
置

や
、
法
面
保
護
の
山
腹
工

事
を
行
う
と
の
こ
と
。
ま

た
盛
土
内
の
排
水
の
た
め
、

盛
土
の
底
に
太
さ　

～　
０.６

１.０

ｍ
の
有
孔
管
２
本
を
埋
設

し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
細

か
く
有
孔
支
管
を
埋
設
し

て
、
盛
土
底
部
の
排
水
に

努
め
る
。
さ
ら
に
盛
土
内

に
お
い
て
も
縦
排
水
設
備

（
直
径
１
ｍ
）
と
そ
こ
か

ら
横
集
水
管
に
て
盛
り
土

内
の
水
位
管
理
を
行
う
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
発
生
士
置
き
場
最

上
流
部
付
近
に
、
約
４
千

㎡
の
発
生
土
や
盛
土
部
分

か
ら
剥
が
し
た
表
土
の
一

時
仮
置
き
場
に
使
用
す
る

た
め
、
施
工
ヤ
ー
ド
を
新

た
に
設
け
る
。
施
工
手
順

と
し
て
は
、
仮
設
道
路
を

作
り
、
下
流
か
ら
上
流
に

向
か
い
施
工
す
る
。

　

議
会
で
は
、Ｊ
Ｒ
東
海
が
関
係
住
民
に
行
っ
て
い
る

本
山
発
生
土
置
場
工
事
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、
議
会

と
し
て
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
６
月　
２５

日
に
そ
の
勉
強
会
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
計
画
概
要
、

安
全
対
策
、
環
境
保
全
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

Ｑ　

排
水
等
監
視
は
自
動

管
理
か
。

Ａ　

現
地
に
行
け
な
い
場

合
も
想
定
し
、
ど
れ
だ
け

細
か
く
監
視
す
る
か
自
動

監
視
含
め
て
検
討
中
。

Ｑ　

地
下
配
水
管
の
耐
圧

年
数
は
、
ま
た
耐
圧
は
。

Ａ　

定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
し
な
が
ら
、
半
永
久

的
に
使
用
す
る
。
耐
圧
は
、

埋
蔵
深
さ　

ｍ
で
も
耐
え

５０

ら
れ
る
製
品
を
使
用
す
る
。

Ｑ　

地
下
配
水
管
の
耐
用

年
数
は
あ
る
は
ず
。

Ａ　

製
品
と
し
て
、
１
０

０
年
２
０
０
年
の
実
績
は

な
い
。
埋
設
し
取
替
が
で

き
な
い
た
め
、地
下
水
位
、

流
量
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
、
維
持
管
理
を
行
い
使

用
す
る
。

Ｑ　

地
下
水
が
上
が
れ
ば
、

法
面
か
ら
水
抜
き
ボ
ー
リ

ン
グ
を
す
る
が
、
そ
の
工

事
で
法
面
を
崩
す
の
で
は
。

Ａ　

水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ

は
最
後
の
手
段
。
盛
土
内

部
の
水
位
を
監
視
し
、
盛

土
高
の
１
／
２
水
位
に
な

ら
な
い
よ
う
に
管
理
し
て

い
く
。

Ｑ　

変
位
計
測
は
ど
の
よ

う
な
設
備
か
。

提
出
者　

豊
丘
村
大
字

　

神
稲
七
八
四
二

　

原
章
氏

紹
介
者　

唐
沢　

健
議
員

請
願
趣
旨　

本
請
願
は
、

第　

回
豊
丘
村
リ
ニ
ア
対

１９
策
委
員
会
に
お
い
て
、
リ

ニ
ア
残
土
処
分
の
た
め
本

山
地
区
の
保
安
林
解
除
の

行
政
手
続
き
に
村
が
同
意

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

し
か
し
地
元
下
流
住
民
の

合
意
は
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
。
計
画
の
丁
寧
な
説

明
と
行
政
手
続
き
を
慎
重

に
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
と
村
に

求
め
る
も
の
。

討
論

・
反
対
討
論

　

村
の
リ
ニ
ア
対
策
委
員

会
は
、
多
方
面
か
ら
代
表

が
出
て
検
討
し
て
い
る
。

必
要
な
説
明
が
で
き
て
い

る
の
で
反
対
だ
。
な
ど
６

名
が
反
対
の
討
論
を
し
た
。

・
賛
成
討
論

　

い
っ
た
ん
埋
め
る
と
未

来
永
劫
責
任
が
出
る
、
下

流
域
に
説
明
が
欠
け
て
い

る
、
慎
重
に
行
う
こ
と
は

当
然
な
ど
、
６
名
が
賛
成

討
論
し
た
。

　

採
決
の
結
果 
賛
成
７
、

反
対
６
で
採
択
と
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
の
採
決

で
は
不
採
択
と
な
っ
た
。

盛
土
計
画
概
要
に
つ
い
て

工
事
計
画
に
対
す
る

意
見
交
換
・
質
疑

Ａ　

斜
面
に
事
前
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
け
、
移
動
し
た

か
し
て
い
な
い
か
、
観
測

す
る
も
の
。

請
願
第
４
号「
本
山
リ
ニ
ア
残
土
置
き
場
に
係
る
行
政
手

続
き
を
慎
重
に
行
う
よ
う
求
め
る
請
願
」審
議
に
つ
い
て

 議員の意志表示一覧表 （ 全員賛成除く ）
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松
下　

亨

前
沢
光
昭

川
野
孝
子

片
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憲

井
原
康
明

吉
川
明
博

唐
澤　

健

片
桐
忠
彦

平
澤
恒
雄

滝
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唐
澤
克
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議
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件　 　 　 　 　 名

○○▼▼▼○○▼▼○▼○▼
不
採
択

本山リニア残土置き
場に係る行政手続き
を慎重に行う よう 求
める請願について

請　
　

願

（ ２３）

令和元年１０月２０日と よ お か 議会だよ り

議会に対し 厳し い意見をいただく
＝多数の参加で「 議会と 語る会」を開催＝

広 報 広 聴 特 別 委 員 会 報 告 委員長　 唐澤　 　 健

　

語
る
会
の
中
で
は
、
４

分
散
会
に
分
か
れ
て
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
内
の
た
め

に
十
分
な
回
答
は
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
改
め
て
回

答
も
含
ん
だ
「
報
告
書
」

を
作
成
し
、
９
月　

日
に

２０

配
布
い
た
し
ま
し
た
。
内

容
は　

①
議
員
定
数　

②

選
挙
活
動　

③
議
長
選

挙　

④
そ
の
他
に
つ
い
て
、

Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
す
。

　

選
挙
活
動
な
ど
に
関
す

る
議
員
個
々
の
考
え
に
つ

い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

議会と 語る会の様子

　

去
る
８
月
６
日
に
「
議

会
と
語
る
会
」
を
開
催
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
厳
し

い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
多
く
は
、
議

員
定
数
の
件
と
、
立
候
補

の
出
馬
方
法
・
選
挙
運
動

及
び
議
長
選
挙
に
関
る
こ

と
で
し
た
。

　

８
月　

日
に
市
瀬
憲
さ

２９

ん
を
代
表
と
す
る　

名
の

１３

皆
さ
ん
か
ら
、
議
員
定
数

や
そ
の
後
の
議
会
対
応
な

ど
９
項
目
の
要
望
書
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
中
で
し
た
が
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
議
会
の

回
答
に
つ
い
て
全
議
員
で

検
討
し
、　

月
１
日
に
お

１０

答
え
し
ま
し
た
。

語
る
会
の
報
告
書
を
作
成
・
配
布

議
会
へ
の
要
望

書
が
届
く

県
・
県
議
会
に
陳
情

　
　

＝
北
部
町
村
議
会
の
活
動
＝

副
議
長　

松
下　

亨

　

毎
年
行
っ
て
い
る
こ
の

活
動
を
９
月　

日
に
行
い

１９

ま
し
た
。
北
部
５
町
村
の

課
題
を
全
議
員
で
検
討
し

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

当
議
会
か
ら
は　

①
引

き
こ
も
り
支
援
策　

②
障

が
い
者
へ
の
福
祉
医
療
窓

口
無
料
化　

③
竜
神
大
橋

の
早
期
完
成　

④
県
道
歩

道
へ
の
安
全
施
設
設
置
の

４
項
目
で
す
。

　

県
庁
で
は
、

太
田
副
知
事
他

担
当
課
長
、
建

設
部
長
、
教
育

長
に
個
別
説
明

し
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
阿
部

知
事
と
面
会
し

写

真
撮

影
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
議

会
へ
は
担
当
常

任
委
員
会
の
正

副
委
員
長
及
び
正
副
議
長

へ
説
明
の
上
、
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
は
９
月
県
会

で
検
討
さ
れ
、
次
回
開
催

さ
れ
る
北
部
議
会
総
会
の

席
上
で
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
検
討
し

て
い
た
国
会
と
省
庁
に
対

す
る
提
言
は
、
来
年
以
降

の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。副知事への陳情
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片
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義
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武
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篤
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壬
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吉
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明
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部　
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松
下　
　

亨

▼
８
月
に
開
か
れ
た
「
議
会

と
語
る
会
」
。
村
民
の
多
く
の

方
の
参
加
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
、

初
め
て
の
経
験
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
大
変
、
緊
張
し
ま
し

た
。
議
会
に
対
し
て
、
い
ろ
い

ろ
と
、
厳
し
い
ご
意
見
は
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、『
村
民

の
方
々
が
議
会
に
対
し
て
関

心
を
寄
せ
て
頂
け
る
。
』と
言

う
こ
と
は
、
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

て
２
回
目
の
議
会
だ
よ
り
で

す
。
皆
さ
ん
に
議
会
の
こ
と

を
少
し
で
も
理
解
し
て
頂
け

る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の

作
成
を
心
が
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
意
見

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
聞

か
せ
て
頂
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。 

（
武
田
篤
子
）
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ず
っ
と
絵
を
描
い
て
き

ま
し
た
。
特
別
上
手
い
わ

け
で
も
な
か
っ
た
し
、
続

け
て
き
た
理
由
も
自
身
を

保
つ
た
め
、
す
が
る
よ
う

に
と
い
う
言
い
方
が
一
番

近
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
校
時
に
登
山
の
世
界

観
に
魅
了
さ
れ
、
卒
業
後

十
年
間
は
山
小
屋
に
従
事

し
ま
し
た
。
登
山
と
芸
術
は

よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
歩
み
を
止
め
ら
れ

な
い
の
か
。
行
く
先
で
何

が
あ
る
の
か
。
疑
問
と
高
揚

が
、
な
い
交
ぜ
に
な
り
な

が
ら
一
歩
ず
つ
歩
を
進
め

ま
す
。
行
く
も
戻
る
も
疲
弊

し
た
中
で
出
会
え
る
景
色

雅号　 上林泰平さ ん

第１０４回二科展で二科新人賞受賞

と
思
い
出
が
、
そ
の
一
歩

を
進
め
る
勇
気
に
な
り
得

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
、
結
婚
し
て
り

ん
ご
農
家
の
一
員
に
な
り

ま
し
た
。
入
り
組
ん
だ
幾
千

の
枝
、
背
丈
を
超
え
る
雑

草
、
農
機
具
の
扱
い
、
り
ん

ご
１
個
の
重
み
。
仕
事
を
通

し
て
経
験
を
体
に
刻
む
こ

と
が
画
の
道
を
開
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

気
が
つ
け
ば
絵
は
、
す

が
る
も
の
で
は
な
く
な
り
、

日
々
の
営
み
の
一
部
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
豊
丘
村
の

暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
、

今
日
も
絵
を
描
き
ま
す
。

絵
を
描
き 
発
表
を
続
け
る

意
味
を
探
し
て


